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3-5 ビンマレイ WD の協力対象事業の概略設計  

 改修方針  3-5-1

 改修計画の方針  3-5-1-1

ビンマレイにおける改修計画の方針は以下の通りである。 

 基本設計時と同じく、フミン質に起因した色度を除去する。 

 また経年劣化等により問題がある施設については、長期的に使用ができるよう

改善を行う。 

 中期計画との整合性  3-5-1-2

現在の給水状況は、浄水場からの配水量のみで需要量を賄うことができないため、他水

源から未処理の状態で配水されている。“Improvement Plan for Management and Services on 

The Water Supply System of Binmaley Water District (NJS, 2010)”によれば、他水源については

各水源にコンパクト型浄水場を設置することで、全体的に水質基準を満たすようにされて

いる。下表はビンマレイ町における将来の給水計画が示されている。2015 年において、水

源が不足するので 3 箇所の新規水源を計画している。 

 
表 3-23 ビンマレイWDの中長期給水計画 

項目 2009 
Stage-1 
(2015) 

Mid-Term 
(2020) 

Long Term 
(2030) 

ビンマレイ町総人口 78,810 87,150 94,770 112,060 
給水区域のバランガイ数 32 32 32 33 
上記人口 76,340 84,420 91,800 112,060 
給水接続数 8,107 9,762 11,496 15,324 
給水人口 48,642 58,572 68,976 91,944 
給水原単位 100 110 120 120 
日平均消費量 4,865 6,444 8,276 11,032 
不明水率 25% 20% 20% 20% 
日平均給水量 6,087 8,059 10,347 13,794 
日最大給水量 7,911 10,478 13,452 17,936 
給水率 62% 67% 73% 82% 

 計画処理水量についての方針  3-5-1-3

上記で述べたように、現在においても浄水場のみの配水量では不足しており、他水源か

ら配水している。また、今後の需要を考慮するとさらなる水源開発が必要であるが、ビン

マレイ一帯での水源開発は地下水しかないが、その水質には色度が含まれている。今後と

もカルーカン浄水場およびファビア浄水場からの浄水処理を行った水道水の供給は必要と

されているため、基本設計のとおり、カルーカン：1,555m3/日、ファビア：1,728m3/日を計

画処理水量とする。 
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 水質・浄水処理についての方針  3-5-1-4

前述したように、本浄水場は基本設計の方針と同じく色度を除去するものとする。ジャ

ーテストを行った結果、pH を下げることで、色度を効率的に基準値（5 度）に下げること

が出来るが、pH を下げることは酸（硫酸、塩酸、硝酸など）を注入する必要があり、これ

らの薬品は劇薬でフィリピン当局の購入許可も必要とし、かつハンドリングも困難である。

従って、これらの施設は設置しない。 

また、PAC を大量に注入することで基準値に下げることも可能であるが、維持管理が高

価となり、経営が圧迫されるので最適な運転を模索する必要がある。  

 カルーカン基本計画  3-5-2

現地調査結果を基に策定した既存浄水場の改修内容の概略を下表に示す。また、各施設

の問題点及び対策を下表に引き続いて記述する。 
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表 3-24 カルーカン施設改修検討内容 

項  目 改修内容 

取水 
施設 

深井戸 なし 
深井戸ポンプ なし 

浄水 
施設 

除砂器 なし 
曝気塔 外面塗装の除去 
急速攪拌機 なし 
上下う流フロック形成池 う流水路の仕切り板の改良 
薬品沈殿池 傾斜板の設置、汚泥引抜管の交換 
急速ろ過池 ろ過池流入口の改良 
 逆洗ポンプ なし 
 表洗ポンプ なし 
浄水池 なし 
逆洗排水槽 なし 

 回収ポンプ 
流量計の交換、回収ポンプの交換・配管接続、汚泥ポンプの交換、

ポンプ制御盤より単相電源取り出し 
 排泥ポンプ 排泥ポンプの交換 
汚泥乾燥床 必要容量の建設 
凝集剤注入設備 なし 
 薬品攪拌機 なし 
 凝集剤注入ポンプ なし 
塩素注入設備 なし 
 前・中間塩素注入ポンプ 注入配管の補修 
 後塩素注入ポンプ ポンプの交換 
非常用発電機 なし 

配水 
施設 

配水ポンプ 流量計の交換 
圧力タンク なし 

そ の

他 

水質分析器 濁度、色度用簡易分析器の調達 
排水ポンプ 可搬式排水ポンプの調達 
ろ過砂 急速ろ過池用ろ過砂の調達 
国旗 比国国旗プレートの調達 

 曝気塔  3-5-2-1

曝気処理に関しては、水中溶存酸素濃度、塔内の酸素濃度とも問題ない。また WD 独自

で開口部及び扉をアルミニウム製のものに交換している。 

曝気塔の外壁塗装については、塗膜が剥がれてきているため、WD の要望により全面塗

膜を除去する。 

 

塗装除去： 外壁塗膜の除去  1 式 

 フロック形成池  3-5-2-2

本計画のフロック形成池では、上下う流板による重力攪拌にてフロックが形成されてい

る。現状では、第 1 池から第 3 池までの平均流速がそれぞれ 0.11m/s、0.06m/s、0.04m/s で

あり、設計基準値の 0.15～0.30m/s と比較すると流速が遅いことから、十分な攪拌強度が得

られず良好なフロック形成ができない状況にある。したがって、平均流速を上げるため上
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下う流水路の仕切板の改良を行う。具体的には、仕切板の設置幅を拡大し、伏流部及び越

流部の開口断面積を狭めることで流速を上げる。下表に現状と改修後のう流水路の開口寸

法と平均流速、G 値及び GT 値について示す。 

 
表 3-25 上下う流水路の改良と平均流速 

 
 

開口寸法 
伏流部の

平均流速 
越流部の

平均流速 
上下流の

平均流速 G 値 GT 値 
m×m m/s m/s m/s 

現

状 

第 1 池 0.8×0.20 0.11 0.11 0.11 
18.5 41,466 第 2 池 0.8×0.40 0.06 0.06 0.06 

第 3 池 0.8×0.60 0.04 0.04 0.04 

改

修 

第 1 池 0.8×0.10 0.23 0.23 0.11 
36.7 82,087 第 2 池 0.8×0.15 0.15 0.15 0.06 

第 3 池 0.8×0.20 0.11 0.11 0.04 

設計基準値  0.15～0.30 10～75 
23,000～
210,000 

 

改修の施工方法は、伏流部については底部に改良後の開口幅と等しい長さの角材をはめ

込み既存仕切板の設置箇所を下方へ移動させると共に、上部に仕切板を追加する。越流部

については、既存仕切板と同様の板を上部に追加して開口部の断面積を小さくする。 

 

＜第 1 池＞ 

   伏流部・越流部 断面積：0.08m2  

   角材設置：  □4cm×5cm × L10cm 40 ヶ所 

   仕切板設置： W10cm×L78cm×T4cm 47 枚 

＜第 2 池＞ 

   伏流部・越流部 断面積：0.12m2  

   角材設置：  □4cm×5cm × L15cm 18 ヶ所 

   仕切板設置： W25cm×L78cm×T4cm 23 枚 

＜第 3 池＞ 

   伏流部・越流部 断面積：0.16m2  

   角材設置：  □4cm×5cm × L20cm 12 ヶ所 

   仕切板設置： W20cm×L78cm×T4cm 29 枚 

 薬品沈殿池  3-5-2-3

既存の沈殿池は矩形横流式沈殿池であるが、形成されたフロックの沈降が十分でないた

め、沈殿池からろ過池へフロックのキャリーオーバーが見られる。 

 

施設設計基準と現状の施設を比較すると、表面負荷率 27.0mm/min で基準値 15～30 

mm/min の範囲内であり、平均流速は 84mm/min で基準値の 400mm/min 以下を満たしてい

る。しかし、滞留時間が 2.0 時間となっており通常適用される値の 3～5 時間以上と比較し

て滞留時間が短く、フロックの沈殿が不十分であると判断される。このため、効果的なフ

ロックの沈降・分離を促すべく、沈殿池に傾斜板を設置する。傾斜板を設置することで、
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表面負荷率が 27.0mm/min から 7mm/min 程度に改善されるため、キャリーオーバーしてい

た微小フロックも沈殿池で沈降除去されると考える。傾斜板の仕様は以下のとおり。 

 

材質：PVC 傾斜板、ステンレス製ラック 

ラック寸法： W900×L2000×H1800（18 段×9 列×2m 長）4 式 

       W1000×L2000×H1800（18 段×10 列×2m 長）4 式 

 

なお、キャリーオーバーに関して、流出の越流トラフの堰負荷は 258m3/d/m で基準値の

500m3/d/m 以下であり、越流トラフの構造は問題ないと考えられる。 

 

また汚泥引抜管については、沈殿池で堆積した汚泥と長期間による接触によるものか、

孔食が進行しており、WD による応急的な措置としてゴムシートにより穴を塞いでいるも

のの、完全ではなく汚泥の引抜きが最後までできない状況である。以上より、既存の配管

については、フランジ接続部より取り外し、新たに腐蝕に強い塩化ビニール管を設置する

ものとする。またフランジ接続部より壁面までの既存の鋼管については、取り外すことが

できないため、表面塗装をケレンした上で防水塗装を再度施すものとする。 

 

配管：Φ100  PVC フランジ・曲管含む  23m 

配管支持金具：SUS 製   1 式 

配管補修：Φ100 鋼管表面塗装ケレン・防水塗装  1 式 

 急速ろ過池  3-5-2-4

ろ過池の機能については、ろ過砂の状況は問題なく、ろ過速度も 124m/d で基準値 120～

150m/d の範囲内である。しかし、既存の施設では、ろ過池の流入部で処理水が高位置から

落下して流入しており、フロックの破壊がみられる。これを防ぐため、流入部に管を設置

し、配管を伝ってろ過池内に流入する構造に改良する。 

 

流入管：Φ150 鋼管フランジ付 防水塗装 2.3m  2 式 

堰板：W30cm×L100cm×T3cm 木製    2 式  

堰板支持板：W50cm×L125cm×T3cm ×2 木製 2 式 

 塩素消毒設備  3-5-2-5

既存の塩素注入設備は、塩素貯留槽に補充した塩素を、定量ダイアフラムポンプにて前

塩素は混和池に流入する前の配管、中間塩素は沈殿池末端の越流トラフ、後塩素はろ過池

後の配管に注入する方式である。現状では、色度の酸化除去のため、中間塩素注入ポンプ

を用いて前塩素を行っているが、後塩素については、注入ポンプが故障していることから

行なわれていない。 

中間塩素注入設備は現在前塩素用として稼動しているが、注入配管からの液漏れのため

か、フランジ接続部のボルトが一部腐蝕している。そのため、腐蝕したフランジボルトを
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取り外し、新たに樹脂製ボルトを使用するとともに、ガスケットについても取り替えるも

のとする。または腐蝕している配管支持金具についても取り替える。 

 

ボルト：M12 樹脂ボルト   1 式 

ガスケット：Φ15 ガスケット   1 式 

配管支持金具：SUS 製支持金具   1 式 

 

後塩素注入設備は注入ポンプが故障しており機能していないため交換する。また、現在

注入ポンプ廻りの配管が一部取り外されているため、それらについても新規に取り付ける。 

 

仕様：定量ポンプ 0.12l/min×1.0MPa×0.2kW 1 式 

注入管：Φ15 PVC 配管廻り 1 式 

 配水施設  3-5-2-6

流量計が故障していることから、流量計を交換する。 

 

流量計：Φ150  タービン式  積算表示     1 式 

 排水施設  3-5-2-7

当初設置した逆洗排水の回収用水中ポンプについては、故障により取り外されており、

WD で購入した単相の水中ポンプを仮設で設けて運転している。また同様に排泥用ポンプ

についても故障しているため、排泥の際には仮設の回収ポンプを下げて排泥している状況

である。また既存制御盤からは三相電源で給電されているため、本来であれば三相用ポン

プを設置すべきであるが、当地で容易に調達できるポンプが単相のものであるため、これ

を設置している。しかしながら単相用電源を引き込むため、隣接する配水ポンプ室より延

長コードを用いて架空により配線を伸ばさざるを得ない状況であり、さらに防水用にシー

トを被せているもののコンセントが躯体上に仮置きしている状況のため、漏電の恐れがあ

る。 

改修内容としては、回収用ポンプおよび排泥用ポンプを新たに設置するとともに、既存

制御盤より単相電源を取り出せるように改造を施すものとする。また回収用ポンプの流量

計が故障しており、これを交換する。 

 

流量計：Φ150  タービン式  積算表示     1 式 

回収ポンプ：水中ポンプ 0.11m3/min×10m×0.75kW  Φ50 1 式 

排泥ポンプ：水中ポンプ 0.1m3/min×10m×0.75kW  Φ50 1 式 

制御盤：既存制御盤から単相電源取出    1 式 



 

3-55 
 

 汚泥乾燥床  3-5-2-8

基本設計当時の排水基準(1990 年施行)においては、本浄水場の排水量が少ないため排水

処理の必要はなかったが、2004 年に水質浄化法が成立し、少量であっても排水基準を上回

る場合は、排水処理が求められるようになった。既存施設の容積では、現状水質の汚泥乾

燥に必要な容積を下回っている状況であるため、増設が必要である。 

既存の汚泥乾燥床は、竣工後に砂・砂利を充填した状態で使用し、汚泥を乾燥させてケ

ーキ上にすることができたが、5 回程使用した後に目詰まりが生じたため、砂・砂利共に

取り除かれてしまっている。目詰まりが生じた原因としては、繰り返し使用することで砂

層内に汚泥が入り込んだことが考えられる。これは、貯留水の浸透状況を適宜観察し、浸

透具合が悪くなった際には、汚泥が含まれた表砂を取り除き、それを洗浄した上で元に戻

して表層で切り返しを行うことで回避できると考えられる。また既存汚泥乾燥床の容量が

不足していることより、ＷＤで独自に汚泥貯留槽を建設したが、汚泥を乾燥させる構造で

はなく、自然蒸発させる構造のため、乾燥に 3～4 週間程度必要となっている。 

 

発生汚泥量に対する乾燥床の面積について、現状の水質から再計算した結果、1.0m の有

効水深の場合で必要面積は 90.8m2となる。この操作は汚泥を濃縮から乾燥工程を 7 日間と

して、1 日は汚泥ケーキの排出及び汚泥の流入として、一工程は合計 8 日間で行う。 

現在の汚泥乾燥床やＷＤで建設した汚泥貯留槽については、汚泥乾燥の作業性や効率性、

また構造上の違いより利用することが困難であるため、新規に必要面積の汚泥乾燥床を築

造する。 

 

乾燥床：RC 造 有効面積 92m2 (H=2.4m)、砂・砂利充填 

配管：Φ150 鋼管  60m, Φ80 鋼管  36m, Φ80 ボール弁 8 個 

   Φ50 鋼管  55m 

排水設備：排水開渠   55m 

 

下表に発生汚泥量と乾燥床の計算を示す。 
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表 3-26 発生汚泥量と乾燥床の検討 

原水水質 備考 
処理量 Q m3/d 1,555   
色度 度 31   
PAC mg/l 30   
濁度 度 0.4   
鉄 mg/l 0   
発生汚泥量   
色度由来 kg/d 49.0 色度は実験の結果、1 度当り 1.5mg/l の SS が発生する* 
PAC 由来 kg/d 7.1 注入率 1mg/l 当り、1 度当り 0.153mg/l の SS が発生する 
濁度由来 kg/d 0.6 濁度は 1 度当り 1.0mg/l の SS が発生する 
鉄由来 kg/d 0 鉄は 1mg/l 度当り 1.91mg/l の SS が発生する 

汚泥重量 kg/d 56.7   
汚泥量/日 m3 11.3 汚泥濃度 5kg/m3（0.5%）* 
汚泥乾燥床   
必要面積(8 日分) m2 90.8 引抜汚泥濃度 5kg/m3（0.5%）、有効水深 1m 
乾燥床面積 m2 92   
*実験値 
*色度は 10 度まで除去するものとする 

 その他調達機材  3-5-2-9

下記機材については、次の理由により調達することが望ましいため、本プロジェクトに

含める。 

 ポータブルデジタル濁色度計：本浄水場の主な浄水対象は色度成分であるが、

現在使用しているものについては、多項目用の分析機器であるため、操作方法

が複雑でありオペレーターが使いこなせていない状況である。浄水処理の状況

を簡易に把握することにより、より適切に運転できるため、ポータブルデジタ

ル濁色度計を調達する。 

 可搬式排水用ポンプ：当初に納入された可搬式排水用水中ポンプについては、

故障したことより、新たに同様のものを調達する。 

 急速ろ過池用ろ過砂：ろ過池逆洗排水と共にろ過砂が流出しており、適宜洗砂

したものをろ過池に戻してはいるものの、目減りしていることよりろ過砂を調

達する。ろ過砂 1 回分の量とする。 

 比国国旗プレート：当初設置した国旗プレートの内、比国のプレートが台風に

より破損し、取り外されているため、新規に調達する。 

 

水質分析器：ポータブルデジタル濁色度計     1 式 

排水ポンプ：可搬式排水用水中ポンプ 0.11m3/min×10m×1kW Φ40 1 式 

ろ過砂：0.6-0.75mm ろ過砂  7.5m3 

国旗プレート：比国国旗プレート    1 式 
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 施設改修仕様一覧  3-5-2-10

下表に、施設改修の仕様一覧を示す。 

 
表 3-27 施設改修の仕様 

施設名 設備 工種・装置 区分 仕様・詳細 
単

位 
数

量 
曝気塔 外壁塗装 塗装除去 改修 外壁塗装の除去 式 1 

フロック形成

池 

上 下 う 流 路  
伏流部 

角材設置 改修 
角材 □4cm×5cm – L10cm/15cm/20cm 耐水

性 
m 15 

上 下 う 流 路  
越流部 

仕切板設置 改修 仕切板 W10～25cm×L78cm×T4cm  耐水性 枚 99 

薬品沈殿池 
沈殿池 傾斜板設置 新規 

PVC 製 傾 斜 板 、 SUS 製 ラ ッ ク 
W900/1000×L2000×H1800 

式 1 

汚泥引抜管 汚泥引抜管 交換 Φ100 PVC フランジ・パイプ支持金具付 式 1 

急速ろ過池 流入口 流入管設置 改修 Φ150 鋼管フランジ付 防水塗装、越流堰 式 2 

塩素注入施設 

前塩素注入 注入管 交換 
Φ15  PVC 配管支持金具及び付帯設備（樹

脂ボルト使用） 
式 1 

後塩素注入 
注入ポンプ 交換 0.12l/min×1.0MPa×0.2kW 式 1 

注入管 交換 
Φ15  PVC 配管・付帯設備（樹脂ボルト使

用） 
式 1 

配水施設 配水設備 流量計 交換 Φ150  タービン式  積算表示含む 基 1 

排水施設 

回収設備 
流量計 交換 Φ50  タービン式  積算表示含む 基 1 

回収ポンプ 交換 
水中ポンプ 0.11m3/min×10m×0.75kW、配管

接続 
式 1 

排泥設備 排泥ポンプ 交換 水中ポンプ 0.1m3/min×10m×0.75kW 基 1 

電気設備 制御盤 改修 既存制御盤から単相電源取出 式 1 

汚泥乾燥床 乾燥床 乾燥床 新規 RC 造 有効面積 92m2 H=2.4m 式 1 

その他 

水質分析器 濁色度計 新規 濁度、色度用簡易分析器の調達 式 1 

排水ポンプ 可搬式ポンプ 交換 可搬式排水用水中ポンプの調達（単相） 式 1 

ろ過池 ろ過砂 新規 シリカ砂 粒径 0.6-0.75mm m3 7.5 

国旗 比国国旗 改修 国旗の設置 式 1 

 ファビア基本計画  3-5-3

現地調査結果を基に策定した既存浄水場の改修内容の概略を下表に示す。また、各施設

の問題点及び対策を下表に引き続いて記述する。 
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表 3-28 ファビア施設改修検討内容 

項  目 改修内容 

取水 
施設 

深井戸 なし 
深井戸ポンプ なし 

浄水 
施設 

除砂器 なし 
曝気塔 外面塗装の除去 
急速攪拌機 なし 
上下う流フロック形成池 う流水路の仕切り板の改良 
薬品沈殿池 傾斜板の設置、汚泥引抜管の交換 
急速ろ過池 ろ過池流入口の改良 
 逆洗ポンプ なし 
 表洗ポンプ なし 
浄水池 なし 
逆洗排水槽 なし 
 回収ポンプ ポンプ制御盤より単相電源取り出し 
 排泥ポンプ なし 
排水ピット なし 
 排水ポンプ 排水ポンプの交換 
汚泥乾燥床 必要容量の建設 
凝集剤注入設備 なし 
 薬品攪拌機 なし 
 凝集剤注入ポンプ なし 
塩素注入設備 塩素貯留タンクの漏水部補修、換気扇の交換 
 前・中間塩素注入ポンプ なし 
 後塩素注入ポンプ ポンプの交換 
非常用発電機 なし 

配水 
施設 

配水ポンプ 流量計、圧力計の交換 
圧力タンク 圧力タンクの交換 

そ の

他 

水質分析器 濁度、色度用簡易分析器の調達 
排水ポンプ 可搬式排水ポンプの調達 
ろ過砂 ろ過砂の調達 
国旗 日比国国旗プレートの調達 

 曝気塔  3-5-3-1

曝気処理に関しては、水中溶存酸素濃度、塔内の酸素濃度とも問題ない。また WD 独自

で開口部及び扉をアルミニウム製のものに交換している。 

曝気塔の外壁塗装については、塗膜が剥がれてきているため、WD の要望により全面塗

膜を除去する。 

 

塗装除去： 外壁塗膜の除去  1 式 

 フロック形成池  3-5-3-2

本計画のフロック形成池では、上下う流板による重力攪拌にてフロックが形成されてい

る。現状では、第 1 池から第 3 池までの平均流速がそれぞれ 0.13m/s、0.06m/s、0.04m/s で

あり、設計基準値の 0.15～0.30m/s と比較すると流速が遅いことから、十分な攪拌強度が得
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られず良好なフロック形成ができない状況にある。したがって、平均流速を上げるため上

下う流水路の仕切板の改良を行う。具体的には、仕切板の設置幅を拡大し、伏流部及び越

流部の開口断面積を狭めることで流速を上げる。下表に現状と改修後のう流水路の開口寸

法と平均流速、G 値及び GT 値について示す。 

 
表 3-29 上下う流水路の改良と平均流速 

 
 

開口寸法 
伏流部の

平均流速 
越流部の

平均流速 
上下流の

平均流速 G 値 GT 値 
m×m m/s m/s m/s 

現

状 

第 1 池 0.8×0.20 0.13 0.13 0.13 
21.7 43,653 第 2 池 0.8×0.40 0.06 0.06 0.06 

第 3 池 0.8×0.60 0.04 0.04 0.04 

改

修 

第 1 池 0.8×0.10 0.25 0.25 0.13 
36.7 82,087 第 2 池 0.8×0.15 0.17 0.17 0.06 

第 3 池 0.8×0.20 0.13 0.13 0.04 

設計基準値  0.15～0.30 10～75 
23,000～
210,000 

 

改修の施工方法は、伏流部については底部に改良後の開口幅と等しい長さの角材をはめ

込み既存仕切板の設置箇所を下方へ移動させると共に、上部に仕切板を追加する。越流部

については、既存仕切板と同様の板を上部に追加して開口部の断面積を小さくする。 

 

＜第 1 池＞ 

   伏流部・越流部 断面積：0.08m2  

   角材設置：  □4cm×5cm × L10cm 40 ヶ所 

   仕切板設置： W10cm×L78cm×T4cm 47 枚 

＜第 2 池＞ 

   伏流部・越流部 断面積：0.12m2  

   角材設置：  □4cm×5cm × L15cm 18 ヶ所 

   仕切板設置： W25cm×L78cm×T4cm 23 枚 

＜第 3 池＞ 

   伏流部・越流部 断面積：0.16m2  

   角材設置：  □4cm×5cm × L20cm 12 ヶ所 

   仕切板設置： W20cm×L78cm×T4cm 29 枚 

 薬品沈殿池  3-5-3-3

既存の沈殿池は矩形横流式沈殿池であるが、形成されたフロックの沈降が十分でないた

め、沈殿池からろ過池へフロックのキャリーオーバーが見られる。 

 

施設設計基準と現状の施設を比較すると、表面負荷率 30.0mm/min で基準値 15～30 

mm/min の範囲内であり、平均流速は 94mm/min で基準値の 400mm/min 以下を満たしてい

る。しかし、滞留時間が 1.8 時間となっており通常適用される値の 3～5 時間以上と比較し

て滞留時間が短く、フロックの沈殿が不十分であると判断される。このため、効果的なフ
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ロックの沈降・分離を促すべく、沈殿池に傾斜板を設置する。傾斜板を設置することで、

表面負荷率が 30.0mm/min から 8mm/min 程度に改善されるため、キャリーオーバーしてい

た微小フロックも沈殿池で沈降除去されると考える。傾斜板の仕様は以下のとおり。 

 

材質：PVC 傾斜板、ステンレス製ラック 

ラック寸法： W900×L2000×H1800（18 段×9 列×2m 長）4 式 

       W1000×L2000×H1800（18 段×10 列×2m 長）4 式 

 

なお、キャリーオーバーに関して、流出の越流トラフの堰負荷は 286m3/d/m で基準値の

500m3/d/m 以下であり、越流トラフの構造は問題ないと考えられる。 

 

また汚泥引抜管については、沈殿池で堆積した汚泥と長期間による接触によるものか、

孔食が進行しており、WD による応急的な措置としてゴムシートにより穴を塞いでいるも

のの、完全ではなく汚泥の引抜きが最後までできない状況である。以上より、既存の配管

については、フランジ接続部より取り外し、新たに腐蝕に強い塩化ビニール管を設置する

ものとする。またフランジ接続部より壁面までの既存の鋼管については、取り外すことが

できないため、表面塗装をケレンした上で防水塗装を再度施すものとする。 

 

配管：Φ100  PVC フランジ・曲管含む  23m 

配管支持金具：SUS 製   1 式 

配管補修：Φ100 鋼管表面塗装ケレン・防水塗装  1 式 

 急速ろ過池  3-5-3-4

ろ過池の機能については、ろ過砂の状況は問題なく、ろ過速度も 138m/d で基準値 120～

150m/d の範囲内である。しかし、既存の施設では、ろ過池の流入部で処理水が高位置から

落下して流入しており、フロックの破壊がみられる。これを防ぐため、流入部に管を設置

し、配管を伝ってろ過池内に流入する構造に改良する。 

 

流入管：Φ150 鋼管フランジ付 防水塗装 2.3m  2 式 

堰板：W30cm×L100cm×T3cm 木製    2 式  

堰板支持板：W50cm×L125cm×T3cm ×2 木製 2 式 

 塩素消毒設備  3-5-3-5

既存の塩素注入設備は、塩素貯留槽に補充した塩素を、定量ダイアフラムポンプにて前

塩素は混和池に流入する前の配管、中間塩素は沈殿池末端の越流トラフ、後塩素はろ過池

後の配管に注入する方式である。現状では、色度の酸化除去のため、中間塩素注入ポンプ

を用いて前塩素を行っているが、後塩素については、注入ポンプが故障していることから

行なわれていない。 

後塩素注入設備は注入ポンプが故障しており機能していないため交換する。また、現在
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注入ポンプ廻りの配管が一部取り外されているため、それらについても新規に取り付ける。 

 

仕様：定量ポンプ 0.12l/min×1.0MPa×0.2kW 1 式 

注入管：Φ15 PVC 配管廻り 1 式 

 

塩素貯留タンクについては、流出口のフランジ接続部より液漏れが生じている。フラン

ジガスケットを取り替えると共に樹脂ボルトを採用することで漏水を防ぐものとする。 

 

ボルト：M12 樹脂ボルト   1 式 

ガスケット：Φ15 ガスケット   1 式 

 

薬品室の換気扇が故障により取り外されているため、取り替える。 

 

換気扇：壁掛型     1 式 

 配水施設  3-5-3-6

流量計及び圧力計が正常に作動していないことから、これらを交換する。また圧力タン

クは、外部に漏水跡がみられるため、取り替えるものとする。 

 

流量計：Φ150  タービン式  積算表示     1 式 

圧力計：連成計 1.0MPa    1 式 

圧力タンク： 130Ｌ   1 式 

 排水施設  3-5-3-7

現在設置されている排水ポンプを運転すると、過電流となり正常に運転していない。よ

ってこれを取り替える。またカルーカンと同様に、ポンプが故障した際にも単相ポンプが

容易に給電できるように回収ポンプ及び排泥ポンプ用制御盤より単相電源を取り出せるよ

うに改造を施すものとする。 

 

排水ポンプ：水中ポンプ 0.1m3/min×10m×0.75kW  Φ50 1 式 

制御盤：既存制御盤から単相電源取出    1 式 

 汚泥乾燥床  3-5-3-8

基本設計当時の排水基準(1990 年施行)においては、本浄水場の排水量が少ないため排水

処理の必要はなかったが、2004 年に水質浄化法が成立し、少量であっても排水基準を上回

る場合は、排水処理が求められるようになった。既存施設の容積では、現状水質の汚泥乾

燥に必要な容積を下回っている状況であるため、増設が必要である。 

既存の汚泥乾燥床は、竣工後に砂・砂利を充填した状態で使用し、汚泥を乾燥させてケ
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ーキ上にすることができたが、5 回程使用した後に目詰まりが生じたため、砂・砂利共に

取り除かれてしまっている。目詰まりが生じた原因としては、繰り返し使用することで砂

層内に汚泥が入り込んだことが考えられる。これは、貯留水の浸透状況を適宜観察し、浸

透具合が悪くなった際には、汚泥が含まれた表砂を取り除き、それを洗浄した上で元に戻

して表層で切り返しを行うことで回避できると考えられる。また既存汚泥乾燥床の容量が

不足していることより、ＷＤで独自に汚泥貯留槽を建設したが、汚泥を乾燥させる構造で

はなく、自然蒸発させる構造のため、乾燥に 3～4 週間程度必要となっている。 

 

発生汚泥量に対する乾燥床の面積について、現状の水質から再計算した結果、1.0m の有

効水深の場合で必要面積は 83.7m2となる。この操作は汚泥を濃縮から乾燥工程を 7 日間と

して、1 日は汚泥ケーキの排出及び汚泥の流入として、一工程は合計 8 日間で行う。 

現在の汚泥乾燥床やＷＤで建設した汚泥貯留槽については、汚泥乾燥の作業性や効率性、

また構造上の違いより利用することが困難であるため、新規に必要面積の汚泥乾燥床を築

造する。 

 

乾燥床：RC 造 有効面積 92m2 (H=2.4m)、砂・砂利充填 

配管：Φ150 鋼管  40m, Φ80 鋼管  36m, Φ80 ボール弁 8 個 

   Φ50 鋼管  30m 

排水設備：排水開渠  32m 

 

下表に発生汚泥量と乾燥床の計算を示す。 
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表 3-30 発生汚泥量と乾燥床の検討 

原水水質 備考 
処理量 Q m3/d 1,728   
色度 度 27   
PAC mg/l 30   
濁度 度 0.2   
鉄 mg/l 0   
発生汚泥量   
色度由来 kg/d 44.1 色度は実験の結果、1 度当り 1.5mg/l の SS が発生する* 
PAC 由来 kg/d 7.9 注入率 1mg/l 当り、1 度当り 0.153mg/l の SS が発生する 
濁度由来 kg/d 0.3 濁度は 1 度当り 1.0mg/l の SS が発生する 
鉄由来 kg/d 0 鉄は 1mg/l 度当り 1.91mg/l の SS が発生する 

汚泥重量 kg/d 52.3   
汚泥量/日 m3 10.5 汚泥濃度 5kg/m3（0.5%）* 
汚泥乾燥床   
必要面積(8 日分) m2 83.7 引抜汚泥濃度 5kg/m3（0.5%）、有効水深 1m 
乾燥床面積 m2 92   
*実験値 
*色度は 10 度まで除去するものとする 

 その他調達機材  3-5-3-9

下記機材については、次の理由により調達することが望ましいため、本プロジェクトに

含める。 

 ポータブルデジタル濁色度計：本浄水場の主な浄水対象は色度成分であるが、

現在使用しているものについては、多項目用の分析機器であるため、操作方法

が複雑でありオペレーターが使いこなせていない状況である。浄水処理の状況

を簡易に把握することにより、より適切に運転できるため、ポータブルデジタ

ル濁色度計を調達する。 

 可搬式排水用ポンプ：当初に納入された可搬式排水用水中ポンプについては、

故障したことより、新たに同様のものを調達する。 

 急速ろ過池用ろ過砂：ろ過池逆洗排水と共にろ過砂が流出しており、適宜洗砂

したものをろ過池に戻してはいるものの、目減りしていることよりろ過砂を調

達する。ろ過砂 1 回分の量とする。 

 日比国国旗プレート：当初設置した国旗プレートの内、両国のプレートが台風

により破損し、取り外されているため、新規に調達する。 

 

水質分析器：ポータブルデジタル濁色度計     1 式 

排水ポンプ：可搬式排水用水中ポンプ 0.11m3/min×10m×1kW Φ40 1 式 

ろ過砂：0.6-0.75mm ろ過砂  7.5m3 

国旗プレート：日比国国旗プレート     1 式 
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 施設改修仕様一覧  3-5-3-10

下表に、施設改修の仕様一覧を示す。 

 
表 3-31 施設改修の仕様 

施設名 設備 工種・装置 区分 仕様・詳細 
単

位 
数

量 
曝気塔 外壁塗装 塗装除去 改修 外壁塗装の除去 式 1 

フロック形成

池 

上 下 う 流 路  
伏流部 

角材設置 改修 
角材 □4cm×5cm – L10cm/15cm/20cm 耐水

性 
m 15 

上 下 う 流 路  
越流部 

仕切板設置 改修 
仕切板   W10～25cm×L78cm×T4cm  耐水

性 
枚 99 

薬品沈殿池 
沈殿池 傾斜板設置 新規 

PVC 製 傾 斜 板 、 SUS 製 ラ ッ ク 
W900/1000×L2000×H1800 

式 1 

汚泥引抜管 汚泥引抜管 交換 Φ100 PVC フランジ・パイプ支持金具付 式 1 

急速ろ過池 流入口 流入管設置 改修 Φ150 鋼管フランジ付 耐塩塗装、越流堰 式 2 

塩素注入施設 

後塩素注入 
注入ポンプ 交換 0.12l/min×1.0MPa×0.2kW 式 1 

注入管 交換 
Φ15  PVC 配管・付帯設備（樹脂ボルト使

用） 
式 1 

塩素タンク 漏水補修 改修 漏水部改修 式 1 

換気設備 換気扇 交換 換気扇の設置 基 1 

配水施設 配水設備 

流量計 交換 Φ150  タービン式  積算表示含む 基 1 

圧力計 交換 圧力計の設置 基 1 

圧力タンク 交換 圧力タンク 基 1 

排水施設 
排泥設備 排水ポンプ 交換 水中ポンプ 0.1m3/min×10m×0.75kW 基 1 

電気設備 制御盤 改修 既存制御盤から単相電源取出 式 1 

汚泥乾燥床 乾燥床 乾燥床 新規 RC 造 有効面積 92m2 H=2.4m 式 1 

その他 

水質分析器 濁色度計 新規 濁度、色度用簡易分析器の調達 式 1 

排水ポンプ 可搬式ポンプ 交換 可搬式排水用水中ポンプの調達（単相） 式 1 

ろ過池 ろ過砂 新規 シリカ砂 粒径 0.6-0.75mm m3 7.5 

国旗 日比国国旗 改修 国旗の設置 式 1 

 概略設計図  3-5-4

次頁に改修計画平面図を示す。 
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図 3-5 ビンマレイWDカルーカン改修計画平面図 
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図 3-6 ビンマレイWDファビア改修計画平面図 
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 各改修工事の優先度  3-5-5

上記基本計画で改修が必要とされた内容の内、本フォローアップ協力の対象とする項目

については、予算との兼ね合いも考えた上で優先度を設けることとした。各項目について、

次の３段階の優先度を設けた。 

 A：適正な浄水処理を行うために必ず実施が必要な項目 

 B：維持管理の簡素化や電力費低減のために実施が望ましい項目 

 C：美観を損なわないために行う項目 

優先度とその理由を示したものを表 3-32（カルーカン）及び表 3-33（ファビア）に示す。 

 
表 3-32 カルーカン施設改修の優先度 

施設名 設備 工種・装置 区分 
優先

度 
理由 

曝気塔 外壁塗装 塗装除去 改修 C 運転上の影響はないので C とした 

フロック形成池 上下う流路 仕切板設置 改修 A フロック形成のために改修が必要 

薬品沈殿池 
沈殿池 傾斜板設置 新規 B 

フロック沈降促進のために設置する。これが

ない場合、ろ過池の逆洗回数を増加させるこ

とで対応する。 
汚泥引抜管 汚泥引抜管 交換 A 適切に汚泥排出ができないため改修が必要 

急速ろ過池 流入口 流入管設置 改修 A フロックを破壊させないためにも必要 

塩素注入施設 

前塩素注入 注入管 交換 A 錆による劣化が進行しているため交換が必要 

後塩素注入 
注入ポンプ 交換 A 故障しており、交換が必要 

注入管 交換 A 錆による劣化が進行しているため交換必要 

配水施設 配水設備 流量計 交換 A 流量が測定できていないので必要 

排水施設 

回収設備 
流量計 交換 A 流量が測定できていないので必要 

回収ポンプ 交換 B 現在仮の施設がある 

排泥設備 排泥ポンプ 交換 A 排泥のために必要 

電気設備 制御盤 改修 A 
現状では漏電の恐れがあるためコンセントの

設置が必要 
汚泥乾燥床 新設乾燥床 乾燥床 新規 A 汚泥処理のため必要 

その他 

水質分析器 濁色度計 新規 B 
調達されれば、より適正な浄水処理の把握が

できるが、目視でもある程度対応可能である

ため B とした 
排水ポンプ 可搬式ポンプ 交換 B 現在 WD で購入したものがある 

ろ過池 ろ過砂 新規 B 
ろ過砂は消耗品であり、WD による調達が望

ましいため B とした 
国旗 比国国旗 改修 C 運転上の影響はないので C とした 
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表 3-33 ファビア施設改修の優先度 

施設名 設備 工種・装置 区分 
優先

度 
理由 

曝気塔 外壁塗装 塗装除去 改修 C 運転上影響ないので C とした 

フロック形成池 上下う流路 仕切板設置 改修 A フロック形成のために改修が必要 

薬品沈殿池  
沈殿池 傾斜板設置 新規 B 

フロック沈降促進のために設置する。これが

ない場合、ろ過池の逆洗回数を増加させるこ

とで対応する。 
汚泥引抜管 汚泥引抜管 交換 A 適切に汚泥排出ができないため改修が必要 

急速ろ過池 流入口 流入管設置 改修 A フロックを破壊させないためにも必要 

塩素注入施設 

後塩素注入 
注入ポンプ 交換 A 故障しており、交換必要 

注入管 交換 A 錆による劣化が進行しているため交換必要 

塩素タンク 漏水補修 改修 A 
液漏れによる周辺機器の腐蝕を防ぐためにも

必要 
換気設備 換気扇の設置 改修 A 故障しており、交換必要 

配水施設 

配水設備 流量計 交換 A 流量が測定できていないので必要 

圧力計 圧力計 交換 A 圧力が測定できていないので必要 

圧力調整 圧力タンク 交換 B 圧力調整用、バルブでも対応可能 

排水施設 
排泥設備 排泥ポンプ 交換 A 排泥のために必要 

電気設備 制御盤 改修 B 
現在のところ問題ないが、将来的なポンプ故

障時に単相電源が必要 
汚泥乾燥床 新設乾燥床 乾燥床 新規 A 汚泥処理のため必要 

その他 

水質分析器 濁色度計 新規 B 
調達されれば、より適正な浄水処理の把握が

できるが、目視でもある程度対応可能である

ため B とした 
排水ポンプ 可搬式ポンプ 交換 B 現在 WD で購入したものがある 

ろ過池 ろ過砂 新規 B 
ろ過砂は消耗品であり、WD による調達が望

ましいため B とした 
国旗 日比国国旗 改修 C 運転上の影響はないので C とした 

 協力対象とする改修工事内容  3-5-6

 協力対象とする改修工事内容  3-5-6-1

上記優先度を踏まえて SW ミッションにおいて WD 及び LWUA と協議した結果、A につ

いては適正な浄水処理に必要な項目であるため、協力対象とすることとした。また優先度

B と C については、各項目の事業費とその効果を総合的に勘案した結果、最終的に次の項

目の改修工事を行うこととなった。 
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表 3-34 協力対象とするカルーカン改修工事内容 

施設名 設備 工種・装置 
優先

度 
実施の

有無 
実施しない理由 

曝気塔 外壁塗装 塗装除去 C ○  

フロック形成池 上下う流路 仕切板設置 A ○  

薬品沈殿池 
沈殿池 傾斜板設置 B × 

金額が大きく、費用対効果を考えた結果含

めないこととした。 
汚泥引抜管 汚泥引抜管 A ○  

急速ろ過池 流入口 流入管設置 A ○  

塩素注入施設 

前塩素注入 注入管 A ○  

後塩素注入 
注入ポンプ A ○  

注入管 A ○  

配水施設 配水設備 流量計 A ○  

排水施設 

回収設備 
流量計 A ○  

回収ポンプ B × 
現在仮の施設があるため含めないこととし

た。 
排泥設備 排泥ポンプ A ○  

電気設備 制御盤 A ○  

汚泥乾燥床 新設乾燥床 乾燥床 A ○  

その他 

水質分析器 濁色度計 B × 目視でもある程度対応可能であるため 

排水ポンプ 可搬式ポンプ B × WD で購入した代替品があるため 

ろ過池 ろ過砂 B × 
消耗品であり、WD による調達が望ましい

ため 
国旗 比国国旗 C × 運転上の影響がないため 
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表 3-35 協力対象とするファビア改修工事内容 

施設名 設備 工種・装置 
優先

度 
実施の

有無 
実施しない理由 

曝気塔 外壁塗装 塗装除去 C ○  

フロック形成池 上下う流路 仕切板設置 A ○  

薬品沈殿池 
沈殿池 傾斜板設置 B × 

金額が大きく、費用対効果を考えた結果含

めないこととした。 
汚泥引抜管 汚泥引抜管 A ○  

急速ろ過池 流入口 流入管設置 A ○  

塩素注入施設 

後塩素注入 
注入ポンプ A ○  

注入管 A ○  

塩素タンク 漏水補修 A ○  

換気設備 換気扇の設置 A ○  

配水施設 

配水設備 流量計 A ○  

圧力計 圧力計 A ○  

圧力調整 圧力タンク B ○  

排水施設 
排泥設備 排泥ポンプ A ○  

電気設備 制御盤 B × 
排泥ポンプを取り替えることより制御盤の

改造は含めない。 
汚泥乾燥床 新設乾燥床 乾燥床 A ○  

その他 

水質分析器 濁色度計 B × 目視でもある程度対応可能であるため 

排水ポンプ 可搬式ポンプ B × WD で購入した代替品があるため 

ろ過池 ろ過砂 B × 
消耗品であり、WD による調達が望ましい

ため 
国旗 日比国国旗 C × 運転上の影響がないため 

 相手国側分担事業の概要  3-5-6-2

ビンマレイ WD は比較的良好に運営されており、浄水場も適切に稼動されている。また、

汚泥処理については彼ら自身でもその装置を建設しており努力が伺える。本フォローアッ

プにおいて、汚泥乾燥床を増設することが必要であるため、用地確保については先方負担

とする。またその用地については、浄水場内の空き地を使用可能であることが確認されて

いる。  

 運営・維持管理費  3-5-7

2011～2015 年における、年間予想支出及び予想収入を下表に示す。この表にはビンマレ

イの①配水量、②年間予想支出額、③年間予想収入額及び④収益が示される。 

 

計算根拠・仮定を以下に示す。 

 現在の不明水率は 23%であり、2015 年までこの状況が維持するものと仮定す

る。 

 送水量は“Improvement Plan for Management and Services on The Water Supply 

System of Binmaley Water Distirict（NJS 2010）”から 2015 年の有効配水量が定

められており、この値と 2009 年の実績値から各年に比例配分させ、各年の有
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効配水量を定めた。 

 年間予想支出において、その他固定費、減価償却、利息、他損失についてはビ

ンマレイ WD の 2009 年の実績値を採用した。これらの値は配水量に関係なく

一定値としている。 

 変動費（燃料・電気代、薬品･配管費、その他変動費）について 2009 の実績を

基に配水量に比例配分させた。 

 料金体系が使用量が増加すると単価が高くなることになっているので、収入は

単純に配水量に比例するものではないが、計算を簡単にするため 2009 年にお

ける 1 日当り有効配水量と年間収入の実績から、有効配水量に比例して年間予

想収入を算出した。 

 
表 3-36 ビンマレイWDの各配水量における推定年間収支 

項   目 2011 2012 2013 2014 2015 
送水量（m3/日） 6,903 7,261 7,620 7,978 8,336 
有効配水量（m3/日） 5,336 5,613 5,890 6,167 6444 
不明水率 23% 23% 23% 23% 23% 
            
収入（Peso） 41,442,821 43,594,606 45,746,390 47,898,175 50,049,960 
            
支出（Peso）           
燃料・電気・薬品など維持管

理費 
11,757,568 12,368,042 12,978,516 13,588,990 14,199,463 

人件費 13,258,607 13,258,607 13,258,607 13,258,607 13,258,607 
その他固定費（事務所電気

代、会議費など） 
293,646 293,646 293,646 293,646 293,646 

原価償却 4,143,969 4,143,969 4,143,969 4,143,969 4,143,969 
利息 8,947,241 8,947,241 8,947,241 8,947,241 8,947,241 
支出合計 38,401,031 39,011,504 39,621,978 40,232,452 40,842,926 
収益 3,041,790 4,583,101 6,124,412 7,665,723 9,207,034 

 

本 WD は配管も比較的新しく、漏水管理の適切に行っているので不明水率は 23％と低い

値になっている。また、経営的にも大きな懸念事項はない。 

 協力対象事業実施に当たっての留意事項  3-5-8

ビンマレイ WD は前述したように、水道経営は比較的順調に推移している。そして、他

水源（色度 20－30 の値）からも未処理で配水されており、住民からも多くのクレームはき

ていない。本来であればフィリピンの水質基準を遵守して色度を 5 度以下にする必要はあ

るが、このような状況下、浄水場の最適な運転方法について、建設費や運営維持管理も配

慮しながら決定する必要がある。 
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3-6 リンガエン WD の協力対象事業の概略設計  

 改修方針  3-6-1

 改修計画の方針  3-6-1-1

リンガエンにおける改修計画の方針は以下の通りである。 

 基本設計時と同じく、フミン質に起因した色度を除去する。 

 また経年劣化等により問題がある施設については、長期的に使用ができるよう

改善を行う。 

 配水ポンプの容量を見直し、これにかかる維持管理費を抑える。 

 中期計画との整合性  3-6-1-2

現在、浄水場は稼動していないものの、配水量が浄水場の能力を超えている。

“Improvement Plan for Management and Services on The Water Supply System of Lingayen 

Water District (NJS, 2010)”によれば、ビンマレイと同じく、各水源にコンパクト型浄水場を

設置することで、全体的に水質基準を満たすようにされている。下表にリンガエン町にお

ける将来の給水計画を示す。 

 
表 3-37 リンガエンWDの中長期給水計画 

項目 2009 Stage-1 (2015) 
Mid-Term 

(2020) 
Long Term 

(2030) 
リンガエン町総人口 97,836 104,292 109,999 122,366 
給水区域のバランガイ数 14 18 22 32 
上記人口 61,285 76,092 90,879 122,366 
給水接続数 2,922 5,114 8,734 14,563 
給水人口 14,610 25,572 43,662 72,813 
給水原単位 120 120 130 145 
日平均消費量 1,716 3,071 5,674 10,556 
不明水率 50% 25% 20% 20% 
日平均給水量 3,440 4,095 7,096 13,200 
日最大給水量 4,474 5,323 9,225 17,160 
給水率 15% 25% 40% 60% 

 計画処理水量についての方針  3-6-1-3

上記で述べたように、現在においても浄水場のみの配水量では不足しており、他水源か

ら配水している。また、今後の需要を考慮するとさらなる水源開発が必要であるが、リン

ガエン一帯での水源開発は地下水しかなく、その水質には色度が含まれている。今後とも

本浄水場からの浄水処理を行った水道水の供給は必要とされているため、基本設計のとお

り、2,434m3/日を計画処理水量とする。当初水源として使用予定であった No.4 井戸につい

ては、水量が 11l/s と計画(28l/s)の半分以下となっており、また浄水場敷地内の No.7 井戸に

ついても 10.5l/s と同様である。そのため、水源は浄水場から約 1km 東に位置する No.6 井

戸を使用する。No.6 井戸から浄水場までは、既に導水管が敷設されており、工事なしに使
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用可能である。しかしながら、揚水量は 2,108m3/日と基本設計時の計画処理水量に満たな

いが浄水処理を行う上で問題はないため、井戸ポンプの交換は行わず、現状のポンプ揚水

量で浄水場に導水を行うものとする。 

 水質・浄水処理についての方針  3-6-1-4

前述したように、本浄水場は基本設計の方針と同じく色度・濁度を除去するものとする。

ビンマレイと同じく、ジャーテストの結果 pH を下げることで、色度を効率的に基準値（5

度）に下げることが出来るが、pH を下げることは酸（硫酸、塩酸、硝酸など）を注入する

必要があり、これらの薬品は劇薬でフィリピン当局の購入許可も必要とし、かつハンドリ

ングも困難である。従って、これらの施設は設置しない。 

また、PAC を大量に注入することで基準値に下げることも可能であるが、維持管理が高

価となり、経営が圧迫されるので最適な運転を模索する必要がある。  

 基本計画  3-6-2

現地調査結果を基に策定した既存浄水場の改修内容の概略を下表に示す。また、各施設

の問題点及び対策を下表に引き続いて記述する。 
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表 3-38 施設改修検討内容 

項  目 改修内容 

取水 
施設 

深井戸 なし 
深井戸ポンプ なし 

浄水 
施設 

除砂器 なし 
曝気塔 扉の取替 
急速攪拌機 なし 
上下う流フロック形成池 う流水路の仕切り板の改良 
薬品沈殿池 傾斜板の設置、汚泥引抜管の再塗装 
急速ろ過池 ろ過池流入口の改良、表洗管取替 
 逆洗ポンプ なし 
 表洗ポンプ なし 
浄水池 なし 
逆洗排水槽 なし 
 回収ポンプ 圧力計の交換、ポンプ制御盤より単相電源取り出し 
 排泥ポンプ 圧力計の交換 
 排水施設 場外排水施設の建設 
汚泥乾燥床 必要容量の建設、既存乾燥床の改良 
凝集剤注入設備 なし 
 薬品攪拌機 なし 
 凝集剤注入ポンプ なし 
塩素注入設備 なし 
 中間塩素注入ポンプ なし 
 後塩素注入ポンプ なし 
非常用発電機 バッテリーの交換 

配水 
施設 

配水ポンプ 容量見直して取替え 
圧力タンク なし 

そ の

他 

水質分析器 濁度、色度用簡易分析器の調達 
排水ポンプ 可搬式排水ポンプの調達 
ろ過砂 ろ過砂の調達 
国旗 日国国旗プレートの調達 

 曝気塔  3-6-2-1

曝気処理に関しては、水中溶存酸素濃度、塔内の酸素濃度とも問題ない。しかし入口扉

を閉じた際に、扉と扉枠の間が腐蝕により固く閉じられてしまう状況であるため、アルミ

ニウム製に取り替える。 

 

入口扉：アルミニウム製扉  1 式 

 フロック形成池  3-6-2-2

本計画のフロック形成池では、上下う流板による重力攪拌にてフロックが形成されてい

る。現状では、第 1 池から第 3 池までの平均流速がそれぞれ 0.10m/s、0.05m/s、0.03m/s で

あり、設計基準値の 0.15～0.30m/s と比較すると流速が遅いことから、十分な攪拌強度が得

られず良好なフロック形成ができない状況にある。したがって、平均流速を上げるため上
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下う流水路の仕切板の改良を行う。具体的には、仕切板の設置幅を拡大し、伏流部及び越

流部の開口断面積を狭めることで流速を上げる。下表に現状と改修後のう流水路の開口寸

法と平均流速、G 値及び GT 値について示す。 

 
表 3-39 上下う流水路の改良と平均流速 

 
 

開口寸法 
伏流部の

平均流速 
越流部の

平均流速 
上下流の

平均流速 G 値 GT 値 
m×m m/s m/s m/s 

現

状 

第 1 池 1.0×0.25 0.10 0.10 0.10 
14.9 37,977 第 2 池 1.0×0.50 0.05 0.05 0.05 

第 3 池 1.0×0.75 0.03 0.03 0.03 

改

修 

第 1 池 1.0×0.12 0.20 0.20 0.10 
34.7 76,888 第 2 池 1.0×0.15 0.16 0.16 0.05 

第 3 池 1.0×0.20 0.12 0.12 0.03 

設計基準値  0.15～0.30 10～75 
23,000～
210,000 

 

改修の施工方法は、伏流部については底部に改良後の開口幅と等しい長さの角材をはめ

込み既存仕切板の設置箇所を下方へ移動させると共に、上部に仕切板を追加する。越流部

については、既存仕切板と同様の板を上部に追加して開口部の断面積を小さくする。 

 

＜第 1 池＞ 

   伏流部・越流部 断面積：0.12m2  

   角材設置：  □4cm×5cm × L12cm 40 ヶ所 

   仕切板設置： W12cm×L98cm×T4cm 47 ヶ所 

＜第 2 池＞ 

   伏流部・越流部 断面積：0.15m2  

   角材設置：  □4cm×5cm × L15cm 18 ヶ所 

   仕切板設置： W35cm×L98cm×T4cm 23 ヶ所 

＜第 3 池＞ 

   伏流部・越流部 断面積：0.20m2  

   角材設置：  □4cm×5cm × L20cm 12 ヶ所 

   仕切板設置： W55cm×L98cm×T4cm 15 ヶ所 

 薬品沈殿池  3-6-2-3

既存の沈殿池は矩形横流式沈殿池であるが、形成されたフロックの沈降が十分でないた

め、沈殿池からろ過池へフロックのキャリーオーバーが見られる。 

 

施設設計基準と現状の施設を比較すると、表面負荷率 22.5mm/min で基準値 15～30 

mm/min の範囲内であり、平均流速は 86mm/min で基準値の 400 mm/min 以下を満たしてい

る。しかし、滞留時間が 2.5 時間となっており通常適用される値の 3～5 時間以上と比較し

て滞留時間が短く、フロックの沈殿が不十分であると判断される。このため、効果的なフ

ロックの沈降・分離を促すべく、沈殿池に傾斜板を設置する。傾斜板を設置することで、
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表面負荷率が 27.0mm/min から 6mm/min 程度に改善されるため、キャリーオーバーしてい

た微小フロックも沈殿池で沈降除去されると考える。傾斜板の仕様は以下のとおり。 

 

材質：PVC 傾斜板、ステンレス製ラック 

ラック寸法： W700×L2000×H1800（18 段×7 列×2m 長）6 式 

       W800×L2000×H1800（18 段×8 列×2m 長）12 式 

 

なお、キャリーオーバーに関して、流出の越流トラフの堰負荷は 350m3/d/m で基準値の

500m3/d/m 以下であり、越流トラフの構造は問題ないと考えられる。 

 

また汚泥引抜管については、所々錆がみられるため、再度防水塗装を施すこととする。 

 

防水塗装：Φ100  鋼管 ケレン、防水塗装 1 式 

 急速ろ過池  3-6-2-4

ろ過池の機能については、ろ過砂の状況は問題なく、ろ過速度も 111m/d で基準値 120～

150m/d の範囲を下回っているため問題ない。しかし、既存の施設では、ろ過池の流入部で

処理水が高位置から落下して流入しており、フロックの破壊がみられる。これを防ぐため、

流入部に管を設置し、配管を伝ってろ過池内に流入する構造に改良する。 

 

流入管：Φ150 鋼管フランジ付 防水塗装 2.3m  2 式 

堰板：W30cm×L100cm×T3cm 木製    2 式  

堰板支持板：W50cm×L150cm×T3cm ×2 木製 2 式 

 

表洗設備では、表洗管が腐食しているため、表洗管を耐食性の高い材質の配管に交換す

る。 

 

表洗管：Φ50 枝管/Φ25 ノズル  PVC 1 式 

 配水施設  3-6-2-5

現状の送配水施設では、計画給水量のピーク時における配水に対応した配水ポンプが 2

台設置されている。しかし、現在の需要量は計画給水量に満たず、さらに夜間の小流量時

には特に過大となる。このため、水需要量の変化に対応できる容量の配水ポンプに交換す

る。これにより、ピーク時に 2 台運転、需要量の少ない時間帯は 1 台運転することで、動

力にかかる電気代を縮減することが可能となる。 

 

仕様：水中ポンプ 1.2m3/min×50m×18.5kW Φ80(揚水管 Φ100 含む)  2 式 
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 排水施設  3-6-2-6

回収ポンプ用圧力計および排泥ポンプ用圧力計が故障しているため、これを取り替える。

またポンプが故障した際にも当地で調達しやすい単相ポンプに容易に給電できるように回

収ポンプ及び排泥ポンプ用制御盤より単相電源を取り出せるように改造を施すものとする。 

場内の排水については、場外への排水路が設けてあったが、両方とも民地内に入ってお

り、現在は塞がれている状態である。よって、場外への排水を行うため、浄水場から最も

近い排水路まで開渠（一部配管による暗渠）を設置する。 

 

回収ポンプ用圧力計：連成計 0.4MPa    1 式 

排泥ポンプ用圧力計：連成計 0.4MPa    1 式 

制御盤：既存制御盤から単相電源取出    1 式 

排水路：開渠 幅 500 × 深 400    200m 

 汚泥乾燥床  3-6-2-7

基本設計当時の排水基準(1990 年施行)においては、本浄水場の排水量が少ないため排水

処理の必要はなかったが、2004 年に水質浄化法が成立し、少量であっても排水基準を上回

る場合は、排水処理が求められるようになった。既存施設の容積では、現状水質の汚泥乾

燥に必要な容積を下回っている状況であるため、増設が必要である。 

発生汚泥量に対する乾燥床の面積について、現状の水質から再計算した結果、有効水深

1.15m の場合で必要面積は 136.5m2となる。この操作は汚泥を濃縮から乾燥工程を 5 日間と

して、1 日は汚泥ケーキの排出及び汚泥の流入として、一工程は合計 6 日間で行う。 

汚泥を適切に処理するための設計容量については 147m2 となるが、本浄水場において単

独でこの敷地を確保することはできない。そこで、既設汚泥乾燥床 32m2を活用することと

し、残りの 115m2の不足分に対して新規に汚泥乾燥床を築造する。 

 

乾燥床：RC 造 有効面積 115m2 (H=2.55m)、砂・砂利充填 

配管：Φ150 鋼管  30m, Φ80 鋼管  45m, Φ80  

ボール弁 10 個, Φ50 鋼管  5m 

排水設備：排水開渠   40m 

 

なお、既設汚泥乾燥床については高さが不足しているため、壁面を 0.5m 高くすると共に、

新設汚泥乾燥床と同様に砂・砂利を充填する。 

 

槽寸法：4000×200×1150×4 有効水深 1150mm(500mm の嵩増) 

充填剤：砂・砂利 1 式 

 

下表に発生汚泥量と乾燥床の計算を示す。 
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表 3-40 発生汚泥量と乾燥床の検討 

原水水質 備考 
処理量 Q m3/d 2,434   
色度 度 39.5   
PAC mg/l 60   
濁度 度 0.3   
鉄 mg/l 0   
発生汚泥量   
色度由来 kg/d 107.7 色度は実験の結果、1 度当り 1.5mg/l の SS が発生する* 
PAC 由来 kg/d 22.3 注入率 1mg/l 当り、1 度当り 0.153mg/l の SS が発生する 
濁度由来 kg/d 0.7 濁度は 1 度当り 1.0mg/l の SS が発生する 
鉄由来 kg/d 0 鉄は 1mg/l 度当り 1.91mg/l の SS が発生する 

汚泥重量 kg/d 130.8   
汚泥量/日 m3 26.2 汚泥濃度 5kg/m3（0.5%）* 
汚泥乾燥床   
必要面積(6 日分) m2 136.5 引抜汚泥濃度 5kg/m3（0.5%）、有効水深 1.15m 
乾燥床面積 m2 147 既設 32m2(0.5m 嵩上げ) + 新設 115m2 
*実験値 
*色度は 10 度まで除去するものとする 

 電気設備  3-6-2-8

発電機自体については、問題ないものの、長期間使用していないため、バッテリーの劣

化しているため、交換が必要である。 

 

発電機用バッテリー：バッテリー   1 式 

 その他調達機材  3-6-2-9

下記機材については、次の理由により調達することが望ましいため、本プロジェクトに

含める。 

 ポータブルデジタル濁色度計：本浄水場の主な浄水対象は色度成分であるが、

現在使用しているものについては、多項目用の分析機器であるため、操作方法

が複雑でありオペレーターが使いこなせていない状況である。浄水処理の状況

を簡易に把握することにより、より適切に運転できるため、ポータブルデジタ

ル濁色度計を調達する。 

 可搬式排水用ポンプ：当初に納入された可搬式排水用水中ポンプについては、

故障したことより、新たに同様のものを調達する。 

 急速ろ過池用ろ過砂：ろ過池逆洗排水と共にろ過砂が流出しており、適宜洗砂

したものをろ過池に戻してはいるものの、目減りしていることよりろ過砂を調

達する。ろ過砂 1 回分の量とする。 

 日国国旗プレート：当初設置した国旗プレートの内、日国のプレートが台風に

より破損し、取り外されているため、新規に調達する。 
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水質分析器：ポータブルデジタル濁色度計   1 式 

排水ポンプ：可搬式排水用水中ポンプ 0.11m3/min×10m×1kW Φ40 1 式 

ろ過砂：0.6-0.75mm ろ過砂  7.5m3 

国旗プレート：日国国旗プレート    1 式 

 施設改修仕様一覧  3-6-2-10

下表に、施設改修の仕様一覧を示す。 

 
表 3-41 施設改修の仕様 

施設名 設備 工種・装置 区分 仕様・詳細 
単

位 
数

量 
曝気塔 入口扉 撤去・取替 交換 アルミ製扉 式 2 

フロック形成

池 

上 下 う 流 路  
伏流部 

角材設置 改修 
角材 □4cm×5cm – L12cm/15cm/20cm 耐水

性 
m 15 

上 下 う 流 路  
越流部 

仕切板設置 改修 
仕切板   W12～35cm×L98cm×T4cm  耐水

性 
枚 99 

薬品沈殿池 
沈殿池 傾斜板設置 新規 

PVC 製 傾 斜 板 、 SUS 製 ラ ッ ク 
W700/8000×L2000×H1800 

式 1 

汚泥引抜管 汚泥引抜管 交換 ケレン/防水塗装 式 1 

急速ろ過池 
流入口 流入管設置 改修 Φ150 鋼管フランジ付 耐塩塗装、越流堰 式 2 

表洗設備 表洗管 改修 Φ50 枝管/Φ25 ノズル 式 1 

配水施設 配水設備 配水ポンプ 交換 1.2m3/min×50m×18.5kW  Φ80 基 2 

排水施設 

回収設備 圧力計 交換 圧力計の交換 基 1 

排泥設備 圧力計 交換 圧力計の交換 基 1 

電気設備 制御盤 改修 既存制御盤から単相電源取出 式 1 

排水設備 排水渠 新規 場外排水渠の設置 幅 500×H400 m 200 

汚泥乾燥床 
既設乾燥床 砂利・砂 改修 砂・砂利 式 1 

新規乾燥床 乾燥床 新規 乾燥床約 115m2 式 1 

発電設備 発電機 バッテリー 交換 バッテリーの交換 基 1 

その他 

水質分析器 濁色度計 新規 濁度、色度用簡易分析器の調達 式 1 

排水ポンプ 可搬式ポンプ 交換 可搬式排水用水中ポンプの調達（単相） 式 1 

ろ過池 ろ過砂 新規 シリカ砂 粒径 0.6-0.75mm m3 7.5 

国旗 日国旗 改修 国旗の設置 式 1 

 概略設計図  3-6-3

次頁に改修計画平面図を示す。 
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図 3-7 リンガエンWD改修計画平面図 
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 各改修工事の優先度  3-6-4

上記基本計画で改修が必要とされた内容の内、本フォローアップ協力の対象とする項目

については、予算との兼ね合いも考えた上で優先度を設けることとした。各項目について、

次の３段階の優先度を設けた。 

 A：適正な浄水処理を行うために必ず実施が必要な項目 

 B：維持管理の簡素化や電力費低減のために実施が望ましい項目 

 C：美観を損なわないために行う項目 

 
表 3-42 施設改修の優先度 

施設名 設備 工種・装置 区分 
優先

度 
理由 

曝気塔 入口扉 撤去・取替 交換 B 
DO の測定結果は問題ないが、腐食により錆が

進行しているため交換が必要 
フロック形成池 上下う流路 仕切板設置 改修 A フロック形成のために改修が必要 

薬品沈殿池 
沈殿池 傾斜板設置 新規 B 

フロック沈降促進のために設置する。これが

ない場合、ろ過池の逆洗回数を増加させるこ

とで対応する。 

汚泥引抜管 汚泥引抜管 改修 A 
現時点では問題ないが、長期的な使用に耐え

るため必要とした 

急速ろ過池 
流入口 流入管設置 改修 A フロックを破壊させないためにも必要 

表洗設備 表洗管 改修 B 腐食のため修理が必要 

配水施設 配水設備 配水ポンプ 交換 A 維持管理費を安価にさせるために必要 

排水施設 

回収設備 圧力計 交換 A 圧力が測定できていないので必要 

排泥設備 圧力計 交換 A 圧力が測定できていないので必要 

電気設備 制御盤 改修 B 
現在のところ問題ないが、将来的なポンプ故

障時に単相電源が必要 
排水施設 排水渠 新規 A 場内排水のため（以前の排水渠が閉塞）必要 

汚泥乾燥床 
既設乾燥床 乾燥床砂利/砂 改修 A 

汚泥処理のため必要 
新設乾燥床 乾燥床 新規 A 

発電施設 発電機 バッテリー 交換 B 現在バッテリーが機能しないため交換が必要 

その他 

水質分析器 濁色度計 新規 B 
調達されれば、より適正な浄水処理の把握が

できるが、目視でもある程度対応可能である

ため B とした 
排水ポンプ 可搬式ポンプ 交換 B 現在 WD で購入したものがある 

ろ過池 ろ過砂 新規 B 
ろ過砂は消耗品であり、WD による調達が望

ましいため B とした 
国旗 日国国旗 改修 C 運転上の影響はないので C とした 

 協力対象とする改修工事内容  3-6-5

 協力対象とする改修工事内容  3-6-5-1

リンガエン WD については、2010 年 10 月現在 KfW の配水管更新のプロジェクトが進行

している。浄水場の改修工事については、浄水場からの配水区域である Libson および
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Poblacion 地区の配水管更新時期に合わせて行う予定している。以上のことにより、本フォ

ローアップには含めないこととなった。 

 相手国側分担事業の概要  3-6-5-2

本フォローアップに関わる直接的な分担事項はないが、前述した通り、リンガエン WD

の不明水率が非常に高く、このため本浄水場は稼動されていない。従って、本フォローア

ップの改修工事の実施には、配水管の敷設替えを WD が確実に行うことが前提となる。WD

は配水管の敷設替えをするために、KfW ローンを申請し承認されたが、工事完成までには

時間がかかり、手続き方法について時間短縮を考慮しながら効率的な工程管理を行なう必

要がある。 

また、実施される工事について、漏水が容易に発生しないように綿密な品質管理を実施

する必要がある。 

 運営・維持管理費  3-6-6

2011～2015 年における、年間予想支出及び予想収入を下表に示す。この表にはリンガエ

ンの①配水量、②年間予想支出額、③年間予想収入額及び④収益が示される。 

 

計算根拠・仮定を以下に示す。 

 現在の不明水率は 51%であるが、上述したように配水管の改修工事を実施する

予定なので 2015 年まで 25％まで減少すると仮定する。 

 但し、この配管工事のローン返済は 2015 年まで支払いは無いものとする。 

 送水量は“Improvement Plan for Management and Services on The Water Supply 

System of Lingayen Water Distirict（NJS 2010）”から 2015 年の有効配水量が定め

られており、この値と 2009 年の実績値から各年に比例配分させ、各年の有効

配水量を定めた。 

 年間予想支出において、その他固定費、減価償却、利息、他損失についてはリ

ンガイェン WD の 2009 年の実績値を採用した。これらの値は配水量に関係な

く一定値としている。 

 変動費（燃料・電気代、人件費、薬品･配管費、その他変動費）について 2009

の実績を基に配水量に比例配分させた。 

 料金体系が使用量が増加すると単価が高くなることになっているので、収入は

単純に配水量に比例するものではないが、計算を簡単にするため 2009 年にお

ける 1 日当り有効配水量と年間収入の実績から、有効配水量に比例して年間予

想収入を算出した。 

 



 

3-87 
 

表 3-43 リンガエンWDの各配水量における推定年間収支 

項   目 2011 2012 2013 2014 2015 
送水量（m3/日） 3,898 3,958 4,009 4,055 4,095 
有効配水量（m3/日） 2,254 2,458 2,662 2,867 3071 
不明水率 42% 38% 34% 29% 25% 
            
収入 19,508,448 19,805,164 20,063,488 20,290,419 20,491,351 
            
支出           
燃料・電気・薬品など維持管

理費 
5,824,522 5,913,110 5,990,237 6,057,990 6,117,981 

人件費 9,441,099 9,441,099 9,441,099 9,441,099 9,441,099 
その他固定費（事務所電気

代、会議費など） 
311,056 311,056 311,056 311,056 311,056 

原価償却 475,300 475,300 475,300 475,300 475,300 
その他支出 2,858,531 2,858,531 2,858,531 2,858,531 2,858,531 
支出合計 18,910,508 18,999,097 19,076,223 19,143,976 19,203,967 
収益 597,940 806,067 987,265 1,146,443 1,287,384 

 

この状況で配管更新のローン返済があると、本 WD の経営は非常に苦しくなる。特に、

人件費の支出、約半分占めており、考慮する必要がある。 

 協力対象事業実施に当たっての留意事項  3-6-7

現在は他水源（色度 20－30 の値）含めて、すべて未処理で配水されている。配水管の敷

設替えが実施されて、不明水率が減少したとしても、本浄水場のみでは配水量が賄えなく

なる。本来であれば、比国水質基準を遵守して色度を 5 度以下にする必要はあるが、この

ような状況下、浄水場の最適な運転方法については、建設費や運営維持管理も配慮しなが

ら決定する必要がある。 

3-7 パグサンハン WD の協力対象事業の概略設計  

 改修方針  3-7-1

 改修計画の方針  3-7-1-1

パグサンハンにおける改修計画の方針は以下の通りである。 

 基本設計時と同じく、鉄分を除去する。 

 また経年劣化等により問題がある施設については、長期的に使用ができるよう

改善を行う。 

 中長期計画との整合性  3-7-1-2

2010 年 10 月現在、技術協力プロジェクトによる中長期計画は立てられていない。 
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 計画処理水量についての方針  3-7-1-3

パグサンハンはここ 10 年間に有名ハンバーガーショップの誘致に成功し、将来的には大

型ショッピングモール建設計画もあり、将来的に水需要が増加する。これらに対応するた

めに、新規の水源開発が必要となり、現在新たな井戸も WD により掘削中である。今後と

も本浄水場からの浄水処理を行った水道水の供給は必要とされているため、基本設計のと

おり、1,097m3/日を計画処理水量とする。 

 水質・浄水処理についての方針  3-7-1-4

前述したように、本浄水場は基本設計当時の方針と同じく鉄分を除去するものとする。

色度については、現況の浄水処理において基準値をほぼ満足している状況であるため、浄

水処理工程は現況のままとする。  

 基本計画  3-7-2

現地調査結果を基に策定した既存浄水場の改修内容の概略を下表に示す。また、各施設

の問題点及び対策を下表に引き続いて記述する。 

 
表 3-44 施設改修検討内容 

項  目 改修内容 

取水 
施設 

深井戸 なし 
深井戸ポンプ 流量計の交換 

浄水 
施設 

除砂器 サンドセパレータの交換 
曝気塔 扉の取替 
急速ろ過池 表洗管腐蝕部補修 
 逆洗ポンプ なし 
 表洗ポンプ 表洗用流量計の交換 
浄水池 なし 
逆洗排水槽 なし 
 回収ポンプ なし 
 排泥ポンプ ポンプ制御盤より単相電源取り出し 
汚泥乾燥床 なし 

塩素注入設備 
塩素貯留タンクの設置、防風雨用仕切板の設置、制御盤より単相

電源取り出し 
 中間塩素注入ポンプ ポンプの設置、注入配管および注入配管用側溝の設置 
 後塩素注入ポンプ ポンプの設置、注入配管および注入配管用側溝の設置 
非常用発電機 なし 

配水 
施設 

配水ポンプ なし 
圧力タンク なし 

そ の

他 

水質分析器 濁度、色度用簡易分析器の調達 
ろ過砂 ろ過砂の調達 
国旗 日国国旗プレートの調達 

 除砂器  3-7-2-1

当初設置された除砂器は 2 年程で穴が開いて使用できなくなったため、新たに同様のも
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のを設置したがそれについても、1 年程で穴が開き使用できなくなった。穴が開く原因に

ついては、メーカーの不良品によるものか、多量の砂の巻上げによるものかは不明である。

現在は、除砂器を取り外しており、配管を設置して直接曝気塔に導水している。取水ポン

プの設置位置を見直し後、砂の巻上げが少なくなっているため大きな問題とはなっていな

いが、流量計が作動しなくなっており、砂の影響であると考えられる。 

取水流量を把握することは、運営・維持管理上重要なことであり、流量計を長期的に使

用するためには、取水に含まれる砂を除外する必要がある。砂を除外する方法としては、

ストレーナー型の除砂器と遠心分離型の除砂器が通常用いられているが、現在の水量規模

では遠心分離型の除砂器を用いることが望ましいため、これを設置する。 

 

除砂器：遠心分離型 46m3/hr  1 式 

 取水施設  3-7-2-2

流量計が故障していることから、流量計を交換する。 

 

流量計：Φ100  タービン式  積算表示     1 式 

 曝気塔  3-7-2-3

曝気処理に関しては、水中溶存酸素濃度、塔内の酸素濃度とも問題ない。しかし入口扉

を閉じた際に、扉と扉枠の間が腐蝕により固く閉じられてしまう状況であるため、アルミ

ニウム製に取り替える。 

 

入口扉：アルミニウム製扉  1 式 

 急速ろ過池  3-7-2-4

ろ過池の機能については、ろ過砂の状況は問題なく、ろ過速度も 115m/d で基準値 120～

150m/d を下回っているため問題ない。しかし、表洗管の一部が腐蝕しており、取替が必要

である。また表洗用流量計が故障しているため、これも取り替える。 

 

表洗管：Φ25 表洗ノズル  10 式 

流量計：Φ150  タービン式  積算表示     1 式 

 塩素消毒設備  3-7-2-5

既存の塩素注入設備は、塩素貯留槽に補充した塩素を、定量ダイアフラムポンプにて前

塩素は曝気後の配管に注入、後塩素はろ過池後の配管に注入する方式である。現状では、

当初設置の中間塩素ポンプ、後塩素ポンプとも故障により取り外しており、ＷＤが仮設で

設けた塩素注入ポンプを使用している。設置したポンプが単相用であるため、ポンプ室か
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ら延長コードを伸ばして給電している状況である。 

本計画では、新たに中間塩素ポンプ、後塩素ポンプを設置すると共に、液漏れのため現

在使用されていない大型塩素貯留タンクの代わりに小型塩素貯留タンクを設置し、これか

ら塩素溶液を取り出すものとする。大型塩素貯留タンクを補修して使用しない理由として

は、現在塩素溶液は次亜塩素酸ナトリウム溶液が入った 20 リットルポリタンク容器を購入

して補充している状況であり、基本設計当時に計画していたタンクローリーによる補充を

行っておらず、これからもポリタンクによる補充が行われる予定である。そのため、大型

塩素貯留タンクを用いるのではなく、小型タンクを用いることで作業の安全性と効率性を

図る。 

また現在地中に配管されている塩素注入ポンプについては、目詰まりにより使用できな

くなっている状況とのことであるため、新たに注入管を設置する。注入管については、維

持管理を容易にするため、保護トラフ内に設置すると共に、配管材料は透明なブレードホ

ースを用いることとする。 

塩素ポンプについては屋外設置であるため、風雨に晒されており、腐蝕が進行しやすい

状況である。よってこれらのポンプの防風雨設備として、ポンプ廻りにフェンスを設置す

る。 

上記塩素設備工事に併せて、塩素注入制御盤から単相電源を取り出すものとする。その

理由としては、当地で調達しやすい注入ポンプは単相電源のものであるため、将来的なポ

ンプの故障の際には単相用のポンプが設置できるようにすることが望まれるためである。 

 

中間塩素ポンプ：定量ポンプ 0.12l/min×1.0MPa×0.2kW 1 式 

注入管：Φ15 PVC ブレードホース、保護トラフ 1 式 

後塩素ポンプ：定量ポンプ 0.12l/min×1.0MPa×0.2kW 1 式 

注入管：Φ15 PVC ブレードホース、保護トラフ 1 式 

塩素貯留タンク：200L PE タンク 2 式 

防風雨設備：ポンプ防護用フェンス 

制御盤：既存制御盤から単相電源取出 

 排水施設  3-7-2-6

排水施設に関して直接的に改修が必要な項目はない。しかし、逆洗排水槽に設置された

ポンプ制御盤については、排泥ポンプの将来的な故障に備えて、単相用のポンプが設置で

きるように単相電源の取り出しを行うものとする。 

 

制御盤：既存制御盤から単相電源取出 

 その他調達機材  3-7-2-7

下記機材については、次の理由により調達することが望ましいため、本プロジェクトに

含める。 

 ポータブルデジタル濁色度計：本浄水場の主な浄水対象は色度成分であるが、



 

3-91 
 

現在使用しているものについては、多項目用の分析機器であるため、操作方法

が複雑でありオペレーターが使いこなせていない状況である。浄水処理の状況

を簡易に把握することにより、より適切に運転できるため、ポータブルデジタ

ル濁色度計を調達する。 

 急速ろ過池用ろ過砂：ろ過池逆洗排水と共にろ過砂が流出しており、適宜洗砂

したものをろ過池に戻してはいるものの、目減りしていることよりろ過砂を調

達する。ろ過砂 1 回分の量とする。 

 日国国旗プレート：当初設置した国旗プレートの内、日国のプレートが台風に

より破損し、取り外されているため、新規に調達する。 

 

水質分析器：ポータブルデジタル濁色度計   1 式 

ろ過砂：0.6-0.75mm ろ過砂  5.7m3 

国旗プレート：日国国旗プレート 

 施設改修仕様一覧  3-7-2-8

下表に、施設改修の仕様一覧を示す。 

 
表 3-45 施設改修の仕様 

施設名 設備 工種・装置 区分 仕様・詳細 
単

位 
数

量 
除砂設備 除砂器 ｻﾝﾄﾞｾﾊﾟﾚｰﾀ 交換 サンドセパレータの設置 基 1 

取水施設 取水流量 流量計 交換 Φ100  タービン式  積算表示含む 基 1 

曝気塔 入口扉 撤去・取替 交換 アルミ製扉 式 2 

急速ろ過池 表洗設備 
表洗管 改修 腐蝕部補修 式 1 

流量計 交換 Φ150  タービン式  積算表示含む 基 1 

塩素注入施設 

中間塩素注入 
注入ポンプ 交換 0.12l/min×1.0MPa×0.2kW 式 1 

注入管 交換 
Φ15  PVC 配管・付帯設備（樹脂ボルト

使用）、側溝、ホース 
式 1 

後塩素注入 
注入ポンプ 交換 0.12l/min×1.0MPa×0.2kW 式 1 

注入管 交換 
Φ15  PVC 配管・付帯設備（樹脂ボルト

使用）、側溝、ホース 
式 1 

塩素貯留 タンク 新規 200L PE タンクの設置 基 2 

防風雨設備 フェンス 新規 ポンプ防護用フェンス 式 1 

電気設備 制御盤 改修 既存制御盤から単相電源取出 式 1 

排水施設 電気設備 制御盤 改修 既存制御盤から単相電源取出 式 1 

その他 

水質分析器 濁色度計 新規 濁度、色度用簡易分析器の調達 式 1 

ろ過池 ろ過砂 新規 シリカ砂 粒径 0.6-0.75mm m3 5.7 

国旗 日国国旗 改修 国旗の設置 式 1 

 概略設計図  3-7-3

次頁に改修計画平面図を示す。 
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図 3-8 パグサンハンWD改修計画平面図 

 

 



 

3-95 
 

 

 各改修工事の優先度  3-7-4

上記基本計画で改修が必要とされた内容の内、本フォローアップ協力の対象とする項目

については、予算との兼ね合いも考えた上で優先度を設けることとした。各項目について、

次の３段階の優先度を設けた。 

 A：適正な浄水処理を行うために必ず実施が必要な項目 

 B：維持管理の簡素化や電力費低減のために実施が望ましい項目 

 C：美観を損なわないために行う項目 

 
表 3-46 施設改修の優先度 

施設名 設備 工種・装置 区分 
優先

度 
理由 

除砂設備 除砂器 ｻﾝﾄﾞｾﾊﾟﾚｰﾀ 交換 A 現在撤去されており、除砂機能がない 

取水施設 取水流量 流量計 交換 A 現在故障中で揚水量が把握されていない 

曝気塔 入口扉 撤去・取替 交換 C 空気流入のためだが、DO の測定結果は問題なし 

急速ろ過池 表洗設備 
表洗管 改修 B 腐食のため修理が必要 

流量計 交換 B 流量が測定できていないので必要 

塩素注入施設 

中間塩素注入 
注入ポンプ 交換 A 

これらの設備は故障しており、現在、仮装置に

て塩素（中間塩素のみ）を注入しているので、

必要となる。 

注入管 交換 A 

後塩素注入 
注入ポンプ 交換 A 

注入管 交換 A 

塩素タンク タンク 新規 A 
ハンドリングを良くする為に 200LPE タンクの

設置 
防風雨設備 フェンス 新規 A 上記ポンプの風雨を避けるために設置 

電気設備 制御盤 改修 A 
現在のところ問題ないが、将来的なポンプ故障

時に単相電源が必要 

排水施設 電気設備 制御盤 改修 A 
現在のところ問題ないが、将来的なポンプ故障

時に単相電源が必要 

その他 

水質分析器 濁色度計 新規 B 
調達されれば、より適正な浄水処理の把握がで

きるが、目視でもある程度対応可能であるため

B とした 

ろ過池 ろ過砂 新規 B 
ろ過砂は消耗品であり、WD による調達が望ま

しいため B とした 
国旗 日国国旗 改修 C 運転上の影響はないので C とした 

 協力対象とする改修工事内容  3-7-5

 協力対象とする改修工事内容  3-7-5-1

上記優先度を踏まえて SW ミッションにおいて WD 及び LWUA と協議した結果、A につ

いては適正な浄水処理に必要な項目であるため、協力対象とすることとした。また優先度

B と C については、各項目の事業費とその効果を総合的に勘案した結果、最終的に次の項

目の改修工事を行うこととなった。 
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表 3-47 協力対象とする改修工事内容 

施設名 設備 工種・装置 
優先

度 
実施の

有無 
実施しない理由 

除砂設備 除砂器 ｻﾝﾄﾞｾﾊﾟﾚｰﾀ A ○  

取水施設 取水流量 流量計 A ○  

曝気塔 入口扉 撤去・取替 C × 
浄水処理に影響を与えるものではないため

含めないこととした。 

急速ろ過池 表洗設備 
表洗管 B ○  

流量計 B ○  

塩素注入施設 

中間塩素注入 
注入ポンプ A ○  

注入管 A ○  

後塩素注入 
注入ポンプ A ○  

注入管 A ○  

塩素タンク タンク A ○  

防風雨設備 フェンス A ○  

電気設備 制御盤 A ○  

排水施設 電気設備 制御盤 A ○  

その他 

水質分析器 濁色度計 B × 目視でもある程度対応可能であるため 

ろ過池 ろ過砂 B × 
消耗品であり、WD による調達が望ましいた

め 
国旗 日国国旗 C × 運転上の影響がないため 

 相手国側分担事業の概要  3-7-5-2

本フォローアップにおいては、先方負担事項はないが、前述した通り、今後水需要が増

大する可能性が高いので、水資源開発や配水管の整備を充実する必要がある。 

 運営・維持管理費  3-7-6

2011～2015 年における、年間予想支出及び予想収入を下表に示す。この表にはパンサン

ハンの①配水量、②年間予想支出額、③年間予想収入額及び④収益が示される。 

 

計算根拠・仮定を以下に示す。 

 現在の不明水率は 23%であり、2015 年までこの状況が維持するものと仮定す

る。 

 送水量は“Improvement Plan for Management and Services on The Water Supply 

System of Pagsanjan Water Distirict（NJS 2010）”から 2015 年の有効配水量が定

められており、この値と 2009 年の実績値から各年に比例配分させ、各年の有

効配水量を定めた。 

 年間予想支出において、その他固定費、減価償却、利息、他損失についてはパ

グサンハン WD の 2009 年の実績値を採用した。これらの値は配水量に関係な

く一定値としている。 

 変動費（燃料・電気代、薬品･配管費、その他変動費）について 2009 の実績を

基に配水量に比例配分させた。 
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 料金体系が使用量が増加すると単価が高くなることになっているので、収入は

単純に配水量に比例するものではないが、計算を簡単にするため 2009 年にお

ける 1 日当り有効配水量と年間収入の実績から、有効配水量に比例して年間予

想収入を算出した。 

 
表 3-48 パグサンハンWDの各配水量における推定年間収支 

項   目 2011 2012 2013 2014 2015 
送水量（m3/日） 7,749 8,497 9,244 9,992 10,740 
有効配水量（m3/日） 4,649 5,098 5,547 5,995 6444 
不明水率 40% 40% 40% 40% 40% 
            
収入 34,785,023 38,141,879 41,498,736 44,855,592 48,212,448 
            
支出           
燃料・電気・薬品など維持管

理費 
6,273,123 6,878,498 7,483,873 8,089,247 8,694,622 

人件費 13,258,607 13,258,607 13,258,607 13,258,607 13,258,607 
その他固定費（事務所電気

代、会議費など） 
4,205,868 4,205,868 4,205,868 4,205,868 4,205,868 

原価償却 1,919,245 1,919,245 1,919,245 1,919,245 1,919,245 
利息 1,366,368 1,366,368 1,366,368 1,366,368 1,366,368 
支出合計 27,023,211 27,628,586 28,233,961 28,839,336 29,444,710 
収益 7,761,812 10,513,293 13,264,775 16,016,256 18,767,738 

 

本 WD は経営的に順調に推移しており、問題ないものと思われる。 

 協力対象事業実施に当たっての留意事項  3-7-7

残留塩素については、基準値内にあるが、浄水場で注入した値よりも配管末端で濃度が

上昇し、住民より塩素臭がすると苦情があるとのことである。現在は、定期的に管末より

排水を行い、残留塩素濃度の上昇を防いでいるが、その水量分が不明水となっている。こ

の原因は不明であり、現在のところ抜本的な対策が取れない状況である。今後この原因を

特定して、具体的な対応を講じる必要がある。 

3-8 協力対象事業の概算事業費  

上記に示す協力対象事業の計画を基に、概算事業費を決定し入札を行う。なお、各 WD

の優先順位および所在地から 2 つのロットに分けて入札を行う。各ロットの概算事業費を

下記に示す。また JICA フィリピン事務所が直接調達を行う機器もあるため、その金額につ

いても下記に示す。 

 ロット 1 の概算事業費  3-8-1

当初計画のロット 1 対象 WD については、ディングル-ポトタン WD、ポンテペドラ WD

およびアブヨグ WD である。但し、アブヨグ WD の改修工事については、3-2-5-1 に記載の

通り本フォローアップに含めないこととなった。 
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下記にロット 1 の概算事業費を示す。 

 
表 3-49 ロット 1の概算事業費 

項   目 Peso 円 

ディングル-ポトタン WD 改修工事 807,005.18 1,543,801 

ポンテペドラ WD 改修工事 3,973,739.90 7,601,764 

諸経費 863,267.70 1,651,431 

合計 5,644,012.78 10,796,996 

外貨交換レート(2010 年 10 月)：Peso1 = ¥1.913 

 

なお、アブヨグ WD については、表 3-5 施設改修の優先度に示す項目を全て実施した

場合で積算した結果、直接工事費として約 12,000,000Peso (約 2,300 万円)と見積もられた。 

 

また各 WD の改修工事平面図を次頁に示す。 
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図 3-9 ロット 1：ディングル-ポトタンWD改修工事平面図（取水場） 
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図 3-10 ロット 1：ディングル-ポトタンWD改修工事平面図（浄水場） 
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図 3-11 ロット 1：ポンテペドラWD改修工事平面図 
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 ロット 2 の概算事業費  3-8-2

当初計画のロット 2 対象 WD については、ビンマレイ WD、パグサンハン WD およびリ

ンガエン WD である。この内、リンガエン WD の改修工事については、3-6-5-2 に記載の通

り本フォローアップに含めないこととなった。また当初ロット 1 に含まれる予定であった

ディングル-ポトタンWDの配水ポンプ設置工事とポンテペドラWDの逆洗ポンプおよび送

水ポンプ設置工事は、調達に時間を要することからロット 1 に含めずロット 2 に含めるこ

とになった。 

下記にロット 2 の概算事業費を示す。 
表 3-50 ロット 2の概算事業費 

項   目 Peso 円 

ビンマレイ WD カルーカン改修工事 3,774,067.43 7,121,665 

ビンマレイ WD ファビア改修工事 3,718,271.81 7,016,379 

パグサンハン WD 改修工事 1,036,826.24 1,956,491 

ディングル-ポトタン WD 改修工事 1,176,462.92 2,219,986 

ポンテペドラ WD 改修工事 5,247,607.50 9,902,235 

諸経費 1,648,601.98 3,110,912 

合計 16,601,837.88 31,327,668 

外貨交換レート(2011 年 1 月)：Peso1 = ¥1.887 

 

なお、リンガエン WD については、表 3-42 施設改修の優先度に示す項目を全て実施し

た場合で積算した結果、直接工事費として約 10,000,000Peso (約 1,900 万円)と見積もられた。 

 

また各 WD の改修工事平面図を次頁に示す。 
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図 3-12 ロット 2：ビンマレイWDカルーカン改修工事平面図 



 

3-109 
 

図 3-13 ロット 2：ビンマレイWDファビア改修工事平面図 
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図 3-14 ロット 2：パグサンハン改修工事平面図 
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図 3-15 ロット 2：ディングル-ポトタンWD改修工事平面図 
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図 3-16 ロット 2：ポンテペドラWD改修工事平面図 
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 フィリピン事務所調達の概算事業費  3-8-3

ディングル-ポトタン WD の深井戸用水中ポンプについては、揚水試験を行った上でポン

プ仕様を最終決定し、それを設置することになった。そのため、ロット 1 には揚水試験の

み含まれることとなり、その結果を踏まえてフィリピン事務所が別途ポンプを調達するこ

とになった。 

揚水試験は、段階揚水試験、連続揚水試験、水位回復試験が行われ、その結果より適正

な揚水量は 15L/s と判断され、以下のポンプが選定された。 

 

仕様：深井戸用水中ポンプ 0.9m3/min×55m×15kW     1 式 

 

下記にディングル-ポトタン WD の深井戸用水中ポンプ設置工事の概算事業費を示す。 

 
表 3-51 フィリピン事務所調達の概算事業費 

項   目 Peso 円 
ディングル-ポトタン WD 深井戸用水中

ポンプ設置工事 
689,000 1,289,808 

外貨交換レート(2011 年 3 月)：Peso1 = ¥1.872 
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1

木
ポ

ン
テ

ペ
ド

ラ
W
D
へ

の
報

告
、

イ
ロ

イ
ロ

へ
移

動
ポ

ン
テ

ペ
ド

ラ
W
D
へ

の
報

告
、

イ
ロ

イ
ロ

へ
移

動
3
3

7
2

金
デ

ィ
ン

グ
ル

W
D
と

協
議

、
現

場
確

認
デ

ィ
ン

グ
ル

W
D
と

協
議

、
現

場
確

認
3
4

7
3

土
資

料
整

理
資

料
整

理
3
5

7
4

日
資

料
整

理
資

料
整

理
3
6

7
5

月
資

料
整

理
ジ

ャ
ー

テ
ス

ト
実

施
、

水
質

分
析

3
7

7
6

火
病

気
療

養
運

転
実

施
3
8

7
7

水
病

気
療

養
運

転
実

施
3
9

7
8

木
病

気
療

養
運

転
実

施
、

報
告

書
作

成
4
0

7
9

金
病

気
療

養
デ

ィ
ン

グ
ル

W
D
へ

の
報

告
4
1

7
1
0

土
病

気
療

養
マ

ニ
ラ

へ
移

動

曜 日
日 程

月
日

デ
ィ

ン
グ

ル
-
ポ

ト
タ

ン
W
D
理

事
会

協
議

、
L
W
U
A
協

議
ミ

ニ
ッ

ツ
協

議
・

署
名

、
日

本
大

使
館

報
告

、
J
I
C
A
報

告
マ

ニ
ラ

発
、

東
京

着

東
京

発
、

マ
ニ

ラ
着

J
I
C
A
打

合
せ

、
L
W
U
A
協

議
、

イ
ロ

イ
ロ

へ
移

動
デ

ィ
ン

グ
ル

-
ポ

ト
タ

ン
W
D
協

議
、

現
場

視
察

、
マ

ニ
ラ

へ
移

動
、

リ
ン

ガ
エ

ン
へ

移
動

リ
ン

ガ
エ

ン
W
D
協

議
、

現
場

視
察

、
ビ

ン
マ

レ
イ

W
D
現

場
視

察
、

マ
ニ

ラ
へ

移
動

曜 日
日 程

月
日

A-3



(
2
)
-
2

業
務

主
任

/
給

水
施

設
設

計
浄

水
計

画
/
運

転
維

持
管

理
計

画
/
積

算
1

施
工

計
画

/
施

工
監

理
安

藤
雄

介
村

上
照

機
高

見
沢

清
子

4
2

7
1
1

日
病

気
療

養
価

格
調

査
資

料
作

成
マ

ニ
ラ

着
4
3

7
1
2

月
病

気
療

養
価

格
調

査
資

料
作

成
価

格
調

査
資

料
作

成
4
4

7
1
3

火
マ

ニ
ラ

へ
移

動
価

格
調

査
資

料
作

成
価

格
調

査
資

料
作

成
4
5

7
1
4

水
価

格
調

査
資

料
作

成
価

格
調

査
資

料
作

成
価

格
調

査
資

料
作

成
4
6

7
1
5

木
価

格
調

査
資

料
作

成
価

格
調

査
資

料
作

成
価

格
調

査
資

料
作

成
4
7

7
1
6

金
価

格
調

査
資

料
作

成
・

施
工

業
者

調
査

価
格

調
査

資
料

作
成

マ
ニ

ラ
発

4
8

7
1
7

土
資

料
整

理
、

入
札

図
書

作
成

資
料

整
理

、
入

札
図

書
作

成
4
9

7
1
8

日
資

料
整

理
、

入
札

図
書

作
成

資
料

整
理

、
入

札
図

書
作

成
5
0

7
1
9

月
報

告
書

作
成

報
告

書
作

成

5
1

7
2
0

火
イ

ロ
イ

ロ
へ

移
動

、
デ

ィ
ン

グ
ル

ポ
ト

タ
ン

W
D
へ

施
工

概
要

説
明

報
告

書
作

成

5
2

7
2
1

水
ポ

ン
テ

ペ
ド

ラ
W
D
へ

の
施

工
概

要
説

明
、

マ
ニ

ラ
へ

移
動

報
告

書
作

成

5
3

7
2
2

木
J
I
C
A
フ

報
告

、
マ

ニ
ラ

発
、

東
京

着
J
I
C
A
フ

報
告

、
マ

ニ
ラ

発
、

東
京

着

(
3
)
-
1

団
長

調
査

企
画

業
務

主
任

/
給

水
施

設
設

計
浄

水
計

画
/
運

転
維

持
管

理
計

画
/
積

算
1

佐
藤

公
平

大
林

孝
典

安
藤

雄
介

村
上

照
機

1
8

1
8

水
東

京
発

、
マ

ニ
ラ

着
、

積
算

打
合

せ
2

8
1
9

木
J
I
C
A
協

議
、

積
算

作
成

3
8

2
0

金
P
Q
書

類
受

取
、

積
算

作
成

4
8

2
1

土
積

算
、

入
札

図
書

作
成

5
8

2
2

日
積

算
、

入
札

図
書

修
正

6
8

2
3

月
積

算
･
入

札
図

書
J
I
C
A
提

出
、

デ
ィ

ン
グ

ル
-
ポ

ト
タ

ン
W
D
･
L
W
U
A
入

札
図

書
説

明
、

P
Q
審

査
業

務
、

イ
ロ

イ
ロ

へ
移

動

7
8

2
4

火
ポ

ン
テ

ペ
ド

ラ
W
D
入

札
図

書
説

明
、

マ
ニ

ラ
へ

移
動

、
P
Q
審

査
業

務
8

8
2
5

水
積

算
反

映
修

正
、

P
Q
審

査
業

務
9

8
2
6

木
積

算
反

映
修

正
、

P
Q
審

査
業

務
1
0

8
2
7

金
積

算
金

額
J
I
C
A
提

出
、

P
Q
審

査
業

務
1
1

8
2
8

土
P
Q
審

査
業

務
1
2

8
2
9

日
P
Q
審

査
業

務
1
3

8
3
0

月
P
Q
審

査
業

務

1
4

8
3
1

火
P
Q
審

査
書

類
J
I
C
A
提

出
、

入
札

図
書

修
正

1
5

9
1

水
入

札
図

書
反

映
修

正
1
6

9
2

木
入

札
図

書
反

映
修

正
1
7

9
3

金
入

札
図

書
反

映
修

正
1
8

9
4

土
入

札
図

書
反

映
修

正
1
9

9
5

日
入

札
図

書
反

映
修

正
2
0

9
6

月
2
1

9
7

火
2
2

9
8

水
2
3

9
9

木
2
4

9
1
0

金
入

札
図

書
修

正
反

映
（

S
W
協

議
分

）
2
5

9
1
1

土
入

札
図

書
反

映
修

正
（

S
W
協

議
分

）
東

京
発

、
マ

ニ
ラ

着
2
6

9
1
2

日
入

札
図

書
反

映
修

正
（

S
W
協

議
分

）
入

札
図

書
反

映
修

正
（

S
W
協

議
分

）
2
7

9
1
3

月
入

札
図

書
反

映
修

正
（

S
W
協

議
分

）
入

札
図

書
反

映
修

正
（

S
W
協

議
分

）

2
8

9
1
4

火
入

札
図

書
（

案
）

提
出

、
パ

ン
ガ

シ
ナ

ン
へ

移
動

入
札

図
書

（
案

）
提

出
、

パ
ン

ガ
シ

ナ
ン

へ
移

動
2
9

9
1
5

水
ビ

ン
マ

レ
イ

W
D
カ

ル
ー

カ
ン

現
地

調
査

ビ
ン

マ
レ

イ
W
D
カ

ル
ー

カ
ン

現
地

調
査

3
0

9
1
6

木
ビ

ン
マ

レ
イ

W
D
カ

ル
ー

カ
ン

現
地

調
査

、
キ

ッ
ク

オ
フ

協
議

ビ
ン

マ
レ

イ
W
D
カ

ル
ー

カ
ン

現
地

調
査

、
キ

ッ
ク

オ
フ

協
議

3
1

9
1
7

金
ビ

ン
マ

レ
イ

W
D
カ

ル
ー

カ
ン

現
地

調
査

ビ
ン

マ
レ

イ
W
D
カ

ル
ー

カ
ン

現
地

調
査

3
2

9
1
8

土
ビ

ン
マ

レ
イ

W
D
フ

ァ
ビ

ア
現

地
調

査
ビ

ン
マ

レ
イ

W
D
フ

ァ
ビ

ア
現

地
調

査
3
3

9
1
9

日
ビ

ン
マ

レ
イ

W
D
フ

ァ
ビ

ア
現

地
調

査
ビ

ン
マ

レ
イ

W
D
フ

ァ
ビ

ア
現

地
調

査
3
4

9
2
0

月
マ

ニ
ラ

へ
移

動
、

入
札

図
書

修
正

マ
ニ

ラ
へ

移
動

、
入

札
図

書
修

正
3
5

9
2
1

火
入

札
図

書
修

正
入

札
図

書
修

正
3
6

9
2
2

水
入

札
図

書
提

出
入

札
図

書
提

出
3
7

9
2
3

木
ビ

ン
マ

レ
イ

W
D
フ

ァ
ビ

ア
現

地
調

査
ビ

ン
マ

レ
イ

W
D
フ

ァ
ビ

ア
現

地
調

査
3
8

9
2
4

金
リ

ン
ガ

エ
ン

W
D
現

地
調

査
リ

ン
ガ

エ
ン

W
D
現

地
調

査

3
9

9
2
5

土
リ

ン
ガ

エ
ン

W
D
現

地
調

査
（

夜
間

試
運

転
）

リ
ン

ガ
エ

ン
W
D
現

地
調

査
（

夜
間

試
運

転
）

日 程
月

日
曜 日

東
京

発
、

マ
ニ

ラ
着

J
I
C
A
表

敬
、

L
W
U
A
表

敬
、

S
W
協

議
イ
ロ
イ
ロ
へ
移
動
、
デ
ィ
ン
グ
ル
-
ポ
ト
タ
ン
W
D
と
協
議
、
ポ
ン
テ
ペ
ド
ラ
W
D
と
協
議
、
ポ
ン
テ
ペ
ド
ラ
W
D
ミ
ニ
ッ
ツ
署
名

マ
ニ

ラ
へ

移
動

、
デ

ィ
ン

グ
ル

-
ポ

ト
タ

ン
W
D
ミ

ニ
ッ

ツ
署

名
L
W
U
A
ミ

ニ
ッ

ツ
署

名
、

日
本

大
使

館
報

告
、

J
I
C
A
報

告
マ

ニ
ラ

発
、

東
京

着

曜 日
日 程

月
日

A-4



(
3
)
-
2

団
長

調
査

企
画

業
務

主
任

/
給

水
施

設
設

計
浄

水
計

画
/
運

転
維

持
管

理
計

画
/
積

算
1

佐
藤

公
平

大
林

孝
典

安
藤

雄
介

村
上

照
機

4
0

9
2
6

日
リ

ン
ガ

エ
ン

W
D
現

地
調

査
（

夜
間

試
運

転
）

リ
ン

ガ
エ

ン
W
D
現

地
調

査
（

夜
間

試
運

転
）

4
1

9
2
7

月
リ

ン
ガ

エ
ン

W
D
現

地
調

査
リ

ン
ガ

エ
ン

W
D
現

地
調

査
4
2

9
2
8

火
資

料
作

成
資

料
作

成
4
3

9
2
9

水
ビ

ン
マ

レ
イ

W
D
、

リ
ン

ガ
エ

ン
W
D
協

議
ビ

ン
マ

レ
イ

W
D
、

リ
ン

ガ
エ

ン
W
D
協

議
4
4

9
3
0

木
パ

グ
サ

ン
ハ

ン
へ

移
動

パ
グ

サ
ン

ハ
ン

へ
移

動
4
5

1
0

1
金

パ
グ

サ
ン

ハ
ン

W
D
協

議
、

現
地

調
査

パ
グ

サ
ン

ハ
ン

W
D
協

議
、

現
地

調
査

4
6

1
0

2
土

パ
グ

サ
ン

ハ
ン

W
D
現

地
調

査
パ

グ
サ

ン
ハ

ン
W
D
現

地
調

査

4
7

1
0

3
日

パ
グ

サ
ン

ハ
ン

W
D
現

地
調

査
、

資
料

作
成

パ
グ

サ
ン

ハ
ン

W
D
現

地
調

査
、

資
料

作
成

4
8

1
0

4
月

パ
グ

サ
ン

ハ
ン

W
D
協

議
、

マ
ニ

ラ
へ

移
動

パ
グ

サ
ン

ハ
ン

W
D
協

議
、

マ
ニ

ラ
へ

移
動

4
9

1
0

5
火

J
I
C
A
協

議
（

ロ
ッ

ト
２

入
札

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

）
J
I
C
A
協

議
（

ロ
ッ

ト
２

入
札

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

）

5
0

1
0

6
水

イ
ロ

イ
ロ

へ
移

動
、

デ
ィ

ン
グ

ル
-
ポ

ト
タ

ン
W
D
試

運
転

・
指

導
積

算
資

料
作

成

5
1

1
0

7
木

デ
ィ

ン
グ

ル
-
ポ

ト
タ

ン
W
D
試

運
転

・
指

導
積

算
資

料
作

成

5
2

1
0

8
金

デ
ィ

ン
グ

ル
-
ポ

ト
タ

ン
W
D
試

運
転

・
指

導
積

算
資

料
作

成

5
3

1
0

9
土

デ
ィ

ン
グ

ル
-
ポ

ト
タ

ン
W
D
試

運
転

・
指

導
積

算
資

料
作

成

5
4

1
0

1
0

日
マ

ニ
ラ

へ
移

動
　

資
料

整
理

資
料

整
理

5
5

1
0

1
1

月
マ

ニ
ラ

発
、

東
京

着
パ

ン
ガ

シ
ナ

ン
へ

移
動

、
ビ

ン
マ

レ
イ

W
D
、

リ
ン

ガ
エ

ン
W
D
協

議
、

マ
ニ

ラ
へ

移
動

5
6

1
0

1
2

火
パ

グ
サ

ン
ハ

ン
へ

移
動

、
パ

グ
サ

ン
ハ

ン
W
D
協

議
、

マ
ニ

ラ
へ

移
動

5
7

1
0

1
3

水
タ

ク
ロ

バ
ン

へ
移

動
、

ア
ブ

ヨ
グ

W
D
で

水
質

指
導

、
マ

ニ
ラ

へ
移

動
5
8

1
0

1
4

木
マ

ニ
ラ

発
、

東
京

着

(
4
)

業
務

主
任

/
給

水
施

設
設

計

安
藤

雄
介

1
1
0

2
6

火
東

京
発

、
マ

ニ
ラ

着
、

ロ
ッ

ト
1
開

札
、

入
札

業
者

評
価

2
1
0

2
7

水
入

札
業

者
評

価

3
1
0

2
8

木
イ

ロ
イ

ロ
へ

移
動

、
デ

ィ
ン

グ
ル

-
ポ

ト
タ

ン
W
D
試

運
転

・
指

導
、

入
札

業
者

評
価

4
1
0

2
9

金
デ

ィ
ン

グ
ル

-
ポ

ト
タ

ン
W
D
試

運
転

・
指

導
、

入
札

業
者

評
価

5
1
0

3
0

土
デ

ィ
ン

グ
ル

-
ポ

ト
タ

ン
W
D
試

運
転

・
指

導

6
1
0

3
1

日
デ

ィ
ン

グ
ル

-
ポ

ト
タ

ン
W
D
試

運
転

・
指

導

7
1
1

1
月

デ
ィ

ン
グ

ル
-
ポ

ト
タ

ン
W
D
試

運
転

・
指

導
8

1
1

2
火

マ
ニ

ラ
へ

移
動

、
タ

ク
ロ

バ
ン

へ
移

動

9
1
1

3
水

ア
ブ

ヨ
グ

W
D
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

、
マ

ニ
ラ

へ
移

動
1
0

1
1

4
木

ロ
ッ

ト
1
業

者
ネ

ゴ
1
1

1
1

5
金

ロ
ッ

ト
1
業

者
ネ

ゴ
1
2

1
1

6
土

資
料

整
理

1
3

1
1

7
日

資
料

整
理

1
4

1
1

8
月

ロ
ッ

ト
1
業

者
契

約
1
5

1
1

9
火

マ
ニ

ラ
発

、
東

京
着

日 程
月

日
曜 日曜 日

日 程
月

日

A-5



(
5
)
-
1

団
長

調
査

企
画

浄
水

計
画

/
運

転
維

持
管

理
計

画
/
積

算
1

施
工

計
画

/
施

工
監

理

上
野

和
彦

大
林

孝
典

村
上

照
機

高
見

沢
清

子
1

1
1

1
5

月
東

京
発

、
マ

ニ
ラ

着
、

J
I
C
A
訪

問

2
1
1

1
6

火
パ

ン
ガ

シ
ナ

ン
へ

移
動

、
ビ

ン
マ

レ
イ

W
D
、

リ
ン

ガ
エ

ン
W
D
協

議
、

マ
ニ

ラ
へ

移
動

3
1
1

1
7

水
パ

グ
サ

ン
ハ

ン
へ

移
動

、
パ

グ
サ

ン
ハ

ン
W
D
協

議
、

マ
ニ

ラ
へ

移
動

、
S
W
派

遣
前

会
議

4
1
1

1
8

木
イ

ロ
イ

ロ
へ

移
動

、
デ

ィ
ン

グ
ル

-
ポ

ト
タ

ン
W
D
サ

イ
ト

ト
ラ

ン
ス

フ
ァ

ー

5
1
1

1
9

金
ポ

ン
テ

ペ
ド

ラ
W
D
サ

イ
ト

ト
ラ

ン
ス

フ
ァ

ー
6

1
1

2
0

土
マ

ニ
ラ

へ
移

動
7

1
1

2
1

日
東

京
発

、
マ

ニ
ラ

着
資

料
整

理

8
1
1

2
2

月
J
I
C
A
表

敬
、

L
W
U
A
協

議
、

パ
グ

サ
ン

ハ
ン

へ
移

動
、

パ
グ

サ
ン

ハ
ン

W
D
協

議
、

マ
ニ

ラ
へ

移
動

9
1
1

2
3

火
パ

ン
ガ

シ
ナ

ン
へ

移
動

、
ビ

ン
マ

レ
イ

W
D
協

議
、

リ
ン

ガ
エ

ン
W
D
協

議
1
0

1
1

2
4

水
マ

ニ
ラ

へ
移

動
、

L
W
U
A
ミ

ニ
ッ

ツ
協

議
1
1

1
1

2
5

木
入

札
図

書
修

正
1
2

1
1

2
6

金
マ

ニ
ラ

発
、

東
京

着
入

札
図

書
修

正
1
3

1
1

2
7

土
入

札
図

書
修

正
1
4

1
1

2
8

日
入

札
図

書
修

正
1
5

1
1

2
9

月
入

札
図

書
修

正
マ

ニ
ラ

着
1
6

1
1

3
0

火
J
I
C
A
協

議
、

入
札

図
書

修
正

J
I
C
A
協

議
、

イ
ロ

イ
ロ

へ
移

動
1
7

1
2

1
水

入
札

図
書

修
正

デ
ィ

ン
グ

ル
-
ポ

ト
タ

ン
W
D
工

事
監

理

1
8

1
2

2
木

入
札

図
書

修
正

デ
ィ

ン
グ

ル
-
ポ

ト
タ

ン
W
D
工

事
監

理
、

マ
ニ

ラ
へ

移
動

1
9

1
2

3
金

入
札

図
書

、
積

算
書

提
出

業
者

協
議

（
揚

水
試

験
手

配
）

2
0

1
2

4
土

資
料

整
理

資
料

整
理

2
1

1
2

5
日

資
料

整
理

イ
ロ

イ
ロ

へ
移

動
2
2

1
2

6
月

入
札

図
書

修
正

ポ
ン

テ
ペ

ド
ラ

W
D
協

議
2
3

1
2

7
火

入
札

図
書

修
正

揚
水

試
験

手
配

2
4

1
2

8
水

入
札

図
書

修
正

揚
水

試
験

手
配

2
5

1
2

9
木

入
札

図
書

修
正

デ
ィ

ン
グ

ル
-
ポ

ト
タ

ン
W
D
工

事
監

理
2
6

1
2

1
0

金
J
I
C
A
協

議
、

入
札

図
書

修
正

デ
ィ

ン
グ

ル
-
ポ

ト
タ

ン
W
D
工

事
監

理
2
7

1
2

1
1

土
業

者
協

議
マ

ニ
ラ

へ
移

動
、

業
者

協
議

2
8

1
2

1
2

日
資

料
整

理
J
I
C
A
報

告
、

マ
ニ

ラ
発

2
9

1
2

1
3

月
入

札
図

書
修

正
3
0

1
2

1
4

火
入

札
図

書
修

正
3
1

1
2

1
5

水
最

終
入

札
図

書
提

出
3
2

1
2

1
6

木
J
I
C
A
報

告
3
3

1
2

1
7

金
マ

ニ
ラ

発
、

東
京

着

(
6
)
-
1

浄
水

計
画

/
運

転
維

持
管

理
計

画
/
積

算
1

村
上

照
機

1
1

2
7

木
東

京
発

、
マ

ニ
ラ

着
、

イ
ロ

イ
ロ

へ
移

動

2
1

2
8

金
デ

ィ
ン

グ
ル

-
ポ

ト
タ

ン
W
D
協

議
、

マ
ニ

ラ
経

由
ダ

バ
オ

へ
移

動
、

業
者

協
議

3
1

2
9

土
イ

ロ
イ

ロ
へ

移
動

、
デ

ィ
ン

グ
ル

-
ポ

ト
タ

ン
W
D
、

ポ
ン

テ
ペ

ド
ラ

W
D
の

状
況

確
認

4
1

3
0

日
デ

ィ
ン

グ
ル

-
ポ

ト
タ

ン
W
D
の

状
況

確
5

1
3
1

月
マ

ニ
ラ

へ
移

動
、

ロ
ッ

ト
2
開

札
6

2
1

火
入

札
業

者
評

価
7

2
2

水
入

札
業

者
評

価
8

2
3

木
J
I
C
A
専

門
家

と
協

議
9

2
4

金
J
I
C
A
協

議
、

タ
ク

ロ
バ

ン
へ

移
動

1
0

2
5

土
ア

ブ
ヨ

グ
W
D
へ

移
動

、
新

規
水

源
調

査
1
1

2
6

日
資

料
整

理
、

マ
ニ

ラ
へ

移
動

日 程
月

日
曜 日

J
I
C
A
表

敬
、

L
W
U
A
協

議
、

パ
グ

サ
ン

ハ
ン

へ
移

動
、

パ
グ

サ
ン

ハ
ン

W
D
協

議
、

マ
ニ

ラ
へ

移
動

パ
ン

ガ
シ

ナ
ン

へ
移

動
、

ビ
ン

マ
レ

イ
W
D
協

議
、

リ
ン

ガ
エ

ン
W
D
協

議

マ
ニ

ラ
へ

移
動

、
L
W
U
A
ミ

ニ
ッ

ツ
協

議
ミ

ニ
ッ

ツ
署

名
、

J
I
C
A
報

告
、

大
使

館
報

告

日 程
月

日
曜 日

A-6

(
7
)



(
6
)
-
2

浄
水

計
画

/
運

転
維

持
管

理
計

画
/
積

算
1

村
上

照
機

1
2

2
7

月
イ

ロ
イ

ロ
へ

移
動

、
デ

ィ
ン

グ
ル

-
ポ

ト
タ

ン
W
D
試

運
転

1
3

2
8

火
デ

ィ
ン

グ
ル

-
ポ

ト
タ

ン
W
D
試

運
転

1
4

2
9

水
デ

ィ
ン

グ
ル

-
ポ

ト
タ

ン
W
D
試

運
転

1
5

2
1
0

木
デ

ィ
ン

グ
ル

-
ポ

ト
タ

ン
W
D
水

質
分

析
1
6

2
1
1

金
マ

ニ
ュ

ア
ル

作
成

1
7

2
1
2

土
マ

ニ
ュ

ア
ル

作
成

1
8

2
1
3

日
マ

ニ
ュ

ア
ル

作
成

1
9

2
1
4

月
デ

ィ
ン

グ
ル

-
ポ

ト
タ

ン
W
D
初

期
操

作
指

導

2
0

2
1
5

火
デ

ィ
ン

グ
ル

-
ポ

ト
タ

ン
W
D
初

期
操

作
指

導
2
1

2
1
6

水
マ

ニ
ラ

へ
移

動
、

J
I
C
A
専

門
家

と
協

議

2
2

2
1
7

木
パ

グ
サ

ン
ハ

ン
W
D
サ

イ
ト

ト
ラ

ン
ス

フ
ァ

ー

2
3

2
1
8

金
ビ

ン
マ

レ
イ

W
D
サ

イ
ト

ト
ラ

ン
ス

フ
ァ

ー
2
4

2
1
9

土
資

料
整

理
2
5

2
2
0

日
資

料
整

理
2
6

2
2
1

月
資

料
整

理
2
7

2
2
2

火
J
I
C
A
報

告
、

マ
ニ

ラ
発

、
東

京
着

(
8
)

業
務

主
任

/
給

水
施

設
設

計
施

工
計

画
/
施

工
監

理

安
藤

雄
介

高
見

沢
清

子
1

3
2
8

月
マ

ニ
ラ

着

2
3

2
9

火
J
I
C
A
協

議
、

業
者

打
合

せ
（

ロ
ッ

ト
1

完
工

書
類

）

3
3

3
0

水
デ

ィ
ン

グ
ル

-
ポ

ト
タ

ン
W
D
、

ポ
ン

テ
ペ

ド
ラ

W
D
完

工
証

明
サ

イ
ン

取
付

け

4
3

3
1

木
業

者
打

合
せ

（
ロ

ッ
ト

1
完

工
､
ロ

ッ
ト

2
書

類
の

確
認

）
5

4
1

金
パ

グ
サ

ン
ハ

ン
W
D
協

議
、

工
事

監
理

6
4

2
土

施
工

監
理

7
4

3
日

マ
ニ

ラ
へ

移
動

8
4

4
月

ビ
ン

マ
レ

イ
W
D
工

事
監

理
、

L
W
U
A
協

議
9

4
5

火
業

者
打

合
せ

1
0

4
6

水
業

者
打

合
せ

1
1

4
7

木
J
I
C
A
報

告
、

業
者

打
合

せ

1
2

4
8

金
東

京
発

、
マ

ニ
ラ

着
、

イ
ロ

イ
ロ

へ
移

動
マ

ニ
ラ

発

1
3

4
9

土
デ

ィ
ン

グ
ル

-
ポ

ト
タ

ン
W
D
工

事
監

理
1
4

4
1
0

日
デ

ィ
ン

グ
ル

-
ポ

ト
タ

ン
W
D
工

事
監

理

1
5

4
1
1

月
デ

ィ
ン

グ
ル

-
ポ

ト
タ

ン
W
D
試

運
転

、
ポ

ン
テ

ペ
ド

ラ
W
D
確

認

1
6

4
1
2

火
デ

ィ
ン

グ
ル

-
ポ

ト
タ

ン
W
D
検

査
、

マ
ニ

ラ
へ

移
動

、
J
I
C
A
報

告
1
7

4
1
3

水
ビ

ン
マ

レ
イ

W
D
の

状
況

確
認

1
8

4
1
4

木
マ

ニ
ラ

発
、

東
京

着

(
9
)
-
1

業
務

主
任

/
給

水
施

設
設

計
浄

水
計

画
/
運

転
維

持
管

理
計

画
/
積

算
1

施
工

計
画

/
施

工
監

理

安
藤

雄
介

村
上

照
機

高
見

沢
清

子
1

5
2
9

日
マ

ニ
ラ

着
2

5
3
0

月
J
I
C
A
、

L
W
U
A
協

議

3
5

3
1

火
パ

グ
サ

ン
ハ

ン
へ

移
動

、
除

砂
器

設
置

確
認

4
6

1
水

パ
ン

ガ
シ

ナ
ン

へ
移

動
、

ビ
ン

マ
レ

イ
W
D
工

事
監

理
5

6
2

木
ビ

ン
マ

レ
イ

W
D
工

事
監

理
6

6
3

金
マ

ニ
ラ

へ
移

動
、

業
者

協
議

7
6

4
土

パ
グ

サ
ン

ハ
ン

へ
移

動
、

除
砂

器
設

置
工

事
監

理
い

日 程
月

日
曜 日 曜 日

日 程
月

日

曜 日
日 程

月
日

A-7

(
7
)

浄
水

計
画

/
運

転
維

持
管

理
計

画
/
積

算
1

村
上

照
機

1
3

6
日

東
京

発
、

マ
ニ

ラ
着

2
3

7
月

ロ
ハ

ス
へ

移
動

、
ポ

ン
テ

ペ
ド

ラ
W
D
の

状
況

確
認

3
3

8
火

ポ
ン

テ
ペ

ド
ラ

W
D
試

運
転

4
3

9
水

ポ
ン

テ
ペ

ド
ラ

W
D
試

運
転

5
3

1
0

木
ポ

ン
テ

ペ
ド

ラ
W
D
試

運
転

、
マ

ニ
ュ

ア
ル

作
成

6
3

1
1

金
ポ

ン
テ

ペ
ド

ラ
W
D
初

期
操

作
指

導

7
3

1
2

土
デ

ィ
ン

グ
ル

-
ポ

ト
タ

ン
W
D
稼

動
状

況
確

認
8

3
1
3

日
資

料
整

理
9

3
1
4

月
マ

ニ
ラ

へ
移

動
、

資
料

整
理

1
0

3
1
5

火
J
I
C
A
報

告
、

マ
ニ

ラ
発

、
東

京
着

曜 日
日 程

月
日



(
9
)
-
2

業
務

主
任

/
給

水
施

設
設

計
浄

水
計

画
/
運

転
維

持
管

理
計

画
/
積

算
1

施
工

計
画

/
施

工
監

理

安
藤

雄
介

村
上

照
機

高
見

沢
清

子
8

6
5

日
パ

ン
ガ

シ
ナ

ン
へ

移
動

9
6

6
月

ビ
ン

マ
レ

イ
W
D
工

事
監

理
1
0

6
7

火
ビ

ン
マ

レ
イ

W
D
工

事
監

理

1
1

6
8

水
ビ

ン
マ

レ
イ

W
D
の

J
I
C
A
実

施
状

況
調

査
工

事
監

理
い

1
2

6
9

木
東

京
発

、
マ

ニ
ラ

着
、

ポ
ン

プ
調

達
業

者
（

井
戸

分
）

と
協

議
ビ

ン
マ

レ
イ

W
D
の

J
I
C
A
実

施
状

況
調

査
工

事
監

理
い

1
3

6
1
0

金
J
I
C
A
、

L
W
U
A
協

議
マ

ニ
ラ

へ
移

動
、

J
I
C
A
協

議
1
4

6
1
1

土
資

料
整

理
、

ロ
ジ

関
係

作
業

マ
ニ

ラ
発

1
5

6
1
2

日
イ

ロ
イ

ロ
へ

移
動

1
6

6
1
3

月
デ

ィ
ン

グ
ル

-
ポ

ト
タ

ン
W
D
協

議
、

状
況

確
認

1
7

6
1
4

火
デ

ィ
ン

グ
ル

-
ポ

ト
タ

ン
W
D
井

戸
ポ

ン
プ

設
置

準
備

、
ロ

ジ
関

係
作

業

1
8

6
1
5

水
デ

ィ
ン

グ
ル

-
ポ

ト
タ

ン
W
D
井

戸
ポ

ン
プ

設
置

協
議

及
び

設
置

工
事

監
理

1
9

6
1
6

木
デ

ィ
ン

グ
ル

-
ポ

ト
タ

ン
W
D
井

戸
ポ

ン
プ

設
置

再
協

議

2
0

6
1
7

金
デ

ィ
ン

グ
ル

-
ポ

ト
タ

ン
W
D
送

水
ポ

ン
プ

設
置

協
議

2
1

6
1
8

土
デ

ィ
ン

グ
ル

-
ポ

ト
タ

ン
W
D
送

水
ポ

ン
プ

設
置

工
事

監
理

2
2

6
1
9

日
デ

ィ
ン

グ
ル

-
ポ

ト
タ

ン
W
D
送

水
ポ

ン
プ

設
置

工
事

監
理

2
3

6
2
0

月
デ

ィ
ン

グ
ル

-
ポ

ト
タ

ン
W
D
送

水
ポ

ン
プ

設
置

工
事

監
理

2
4

6
2
1

火
デ

ィ
ン

グ
ル

-
ポ

ト
タ

ン
W
D
送

水
ポ

ン
プ

設
置

工
事

監
理

2
5

6
2
2

水
ポ

ン
テ

ペ
ド

ラ
W
D
状

況
確

認
・

協
議

2
6

6
2
3

木
デ

ィ
ン

グ
ル

-
ポ

ト
タ

ン
W
D
送

水
ポ

ン
プ

設
置

工
事

監
理

東
京

発
、

マ
ニ

ラ
着

、
J
I
C
A
協

議

2
7

6
2
4

金
デ

ィ
ン

グ
ル

-
ポ

ト
タ

ン
W
D
送

水
ポ

ン
プ

設
置

工
事

監
理

パ
グ

サ
ン

ハ
ン

へ
移

動
、

試
運

転
、

マ
ニ
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資料 3 関係者（面会者）リスト 

 

(1) 第 1回現地調査 

1 独立行政法人国際協力機構フィリピン事務所  
  松田 教男  所長 
  永石 雅史  次長 
  岩瀬 誠  所員 
  桑江 直人  所員 
  Kessy A. Reyes  Program Officer 
  Aileen Ian Gay N. Ramos  Accounting and Procurement Officer 
  Abegail M. Castillo  Procurement Officer Accounting and Procurement Section 
     

2 地方水道庁（Local Water Utilities Administration ：LWUA） 
  Daniel I. Landingin  CESO Ⅲ/CEO Ⅱ Acting Administrator 
  Emmanuel B. Malicdem  Deputy Administrator 
  Alden A. Ganhinhin  Head Counterpart/Project Manager LWUA-JICA Projects 
  Kenji Kasamatsu  Project Director of SWDIP 

Coordinator for Water Program-Philippines 
     

3 水道公社（Water District ：WD） 
  Jose G. Hidalgo, Jr.  Lingayen WD Board Chairman 
  Goluvelito Gonzales  Lingayen WD General Manager 
  Lillian N. Asprer  Dingle-Pototan WD Board Chairwoman 
  Rose Marie S. Banarez  Dingle-Pototan WD Interim General Manager 
     

4 在フィリピン日本国大使館 
  小川 祥子  二等書記官 
     

 
(2) ロット 1 SW ミッション 

1 独立行政法人国際協力機構フィリピン事務所  
  松田 教男  所長 
  永石 雅史  次長 
  岩上 憲三  次長 
  岩瀬 誠  所員 
  桑江 直人  所員 
  Kessy A. Reyes  Program Officer 
     

2 地方水道庁（Local Water Utilities Administration ：LWUA） 
  Daniel I. Landingin  CESO Ⅲ/CEO Ⅱ Acting Administrator 
  Emmanuel B. Malicdem  Deputy Administrator 
  Alden A. Ganhinhin  Head Counterpart/Project Manager LWUA-JICA Projects 
     

3 水道公社（Water District ：WD） 
  Lillian N. Asprer  Dingle-Pototan WD Board Chairwoman 
  Rose Marie S. Banarez  Dingle-Pototan WD Interim General Manager 
  Rufino Vicudo  Dingle-Pototan WD Technical Manager 
  Other Board Members  Dingle-Pototan WD  
  Gilbert B. Villanueva  Pontevedra WD Board Chairman 
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  Leandro Antonio B. Capulso  Pontevedra WD General Manager 
  Other Board Members  Pontevedra WD 
     

4 在フィリピン日本国大使館 
  小川 祥子  二等書記官 
     

 
(3) ロット 2 SW ミッション 

1 独立行政法人国際協力機構フィリピン事務所  
  松田 教男  所長 
  桑江 直人  所員 
  Kessy A. Reyes  Program Officer 
     

2 地方水道庁（Local Water Utilities Administration ：LWUA） 
  Emmanuel B. Malicdem  Deputy Administrator 
  Alden A. Ganhinhin  Head Counterpart/Project Manager LWUA-JICA Projects 
  Jesus Diaz  KfW Loan Project 
     

3 水道公社（Water District ：WD） 
  Marifel Pabilinia  Pagsanjan WD Board Chairwoman 
  Alex C. Paguio  Pagsanjan WD General Manager 
  Ronaldo M. Velasco  Pagsanjan WD Operation Manager 
  Other Board Members  Pagsanjan WD 
  Ida F. Rosario  Binmaley WD Board Chairwoman 
  Mariao Gonzalo  Binmaley WD General Manager 
  Other Board Members  Binmaley WD 
  Jose G. Hidalgo, Jr.  Lingayen WD Board Chairman 
  Goluvelito Gonzales  Lingayen WD General Manager 
     

4 在フィリピン日本国大使館 
  坂田 剛彦  一等書記官 
     

 
(4) 第 2回以降の現地調査 

1 独立行政法人国際協力機構フィリピン事務所  
  永石 雅史  次長 
  栗栖 昌紀  次長 
  上野 和彦  次長 貧困削減班／調整班 
  岩瀬 誠  所員 
  桑江 直人  所員 
  Kessy A. Reyes  Program Officer 
  Aileen Ian Gay N. Ramos  Accounting and Procurement Officer 
  Abegail M. Castillo  Procurement Officer Accounting and Procurement Section 
     

2 地方水道庁（Local Water Utilities Administration ：LWUA） 
  Alden A. Ganhinhin  Head Counterpart/Project Manager LWUA-JICA Projects 
  Jessielen D. Catapang  Chemist 
  Kenji Kasamatsu  Project Director of SWDIP 

Coordinator for Water Program-Philippines 
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3 水道公社（Water District ：WD） 
  Mariao Gonzalo  Binmaley WD General Manager 
  Goluvelito Gonzales  Lingayen WD General Manager 
  Alex C. Paguid  Pagsanjan WD General Manager 
  Leandro Antonio B. Capulso  Pontevedra WD General Manager 
  Rose Marie S. Banarez  Dingle-Pototan WD Interim General Manager 
  Meldy A Deueyra  Abuyog WD Acting General Manager 
     

4 技術協力プロジェクト「地方水道改善プロジェクト」チーム 
  百瀬 正敏  ㈱エヌジェーエス・コンサルタンツ 
  五戸 信行  ㈱エヌジェーエス・コンサルタンツ 
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